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$EVWUDFW 
4XHVWLRQQDLUHV DQG EHKDYLRUDO REVHUYDWLRQ KDYH ORQJ EHHQ 

XVHG LQ GHVLJQ PHWKRGV� +RZHYHU� NQRZOHGJH RI KXPDQ 

EHKDYLRU KDV QRW EHHQ DGHTXDWHO\ DSSOLHG WR GHVLJQ PHWKRGV 

IURP HLWKHU D TXDQWLWDWLYH RU TXDOLWDWLYH SHUVSHFWLYH� 7KHUHIRUH� 

ZH DUH DLPLQJ WR GHYHORS D UHVLOLHQW GHVLJQ PHWKRG IRU H[WUDFWLQJ 

DQG VROYLQJ SK\VLFDO� SK\VLRORJLFDO� DQG SV\FKRORJLFDO 

FKDOOHQJHV IDFHG E\ XVHUV� VXFK DV RSHUDWLRQDO LVVXHV DVVRFLDWHG 

ZLWK LPDJHV UHFRUGHG E\ VHFXULW\ FDPHUDV LQVWDOOHG DW GLVDVWHU 

HYDFXDWLRQ FHQWHUV� 7KH H[WUDFWHG LVVXHV DQG WKHLU VROXWLRQV PXVW 

WKHQ EH LQFRUSRUDWHG LQWR WKH RSHUDWLRQDO GHVLJQ� 

:H FRQGXFWHG DQ H[SHULPHQW VLPXODWLQJ DFWLYLW\ DW DQ 

HYDFXDWLRQ FHQWHU DQG GLVWULEXWHG D TXHVWLRQQDLUH VXUYH\ WR 

SDUWLFLSDQWV� :H DQDO\]HG +59 ZKHQ SDUWLFLSDQWV ZHUH JURXSHG 

WRJHWKHU LQ VSDFHV DFFRUGLQJ WR WKH )�IRUPDWLRQ V\VWHP LQ RUGHU 

WR GHWHUPLQH ZKDW FRQVWLWXWHV VWUHVVIXO FRQGLWLRQV� 7KH UHVXOWV RI 

WKLV SLORW VWXG\ UHYHDOHG D UHODWLRQVKLS RI JURXSLQJ DUUDQJHPHQW� 

SHUVRQDOLW\ WUDLWV� DQG +59 DPRQJ WKH SDUWLFLSDQWV� ,W ZDV 

GHPRQVWUDWHG WKDW WKH H[SHULPHQWDO UHVXOWV FRXOG EH DSSOLHG WR 

WKH UHVLOLHQW GHVLJQ RI GLVDVWHU HYDFXDWLRQ FHQWHUV� 
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レࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹでは、⅏ᐖが発生した地ᇦ等にお

いてそこにఫむ人々やコࢽ࣑ࣗテがᅔ㞴をඞ服し、さら

なる生άの㉁の向上をᯝたすことをຓけることを┠指し

ている。レࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹにおいては、⅏ᐖ⿕⅏地の

ように急速な状況変化が生じた⎔ቃでの問㢟解決や、その

ためのㄢ㢟ᢳ出を行うためのࣥࢨࢹ方法が必要である。 

現在一⯡的にࣥࢨࢹ方法として主流を༨めるものは、

ーㄪᰝにより引き出されたࣘーࣗࣅࢱࣥートやࢣࣥ

ーࢨーの意見あるいは行ືほᐹにより記述されたࣘーࢨ

の行ືから解決すべきㄢ㢟をᢳ出し、ࣥࢨࢹ要௳にᫎ

させ問㢟解決をᅗる方法である。 

しかしながら、⿕⅏地というᛶ㉁上、現ሙへ㉱いてࣥ

≢ートや行ືほᐹをᐇすることはᅔ㞴であるため、㜵ࢣ

※等からᚓられるື⏬や⡆౽な㉁問⣬といった㈨࣓ࣛ࢝

からのほᐹや分ᯒによってㄢ㢟をᢳ出する必要がある。そ

のためには、ື ⏬や㉁問⣬の内容と、たとえば㑊㞴所用

者がឤじているストレスを関連けるための知見が必要

となる。そこで、本学がこれまでに積してきた人間⛉学、

ឤᛶ⛉学に関する知見をᛂ用することが᭷ຠであると考

える。一方で、ࣥࢨࢹの分野で用いられてきた行ືほᐹ

の手法と心理学、生理学を⼥合させる試みは㔞的にも㉁的

にも不十分である。 

そこで筆者らは、⅏ᐖ㑊㞴所の一ሙ㠃をษり出したᐇ㦂

を㏻じて、人の物理的、生理学的、心理学的事象から解決

すべきㄢ㢟をᢳ出する方法を、レࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹ方法

として構⠏することを┠指している ��。本◊✲のಠ▔ᅗを

ᅗ � に示す。 
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�.�.⅏ᐖ㑊㞴ᡤ㐠Ⴀࣥࢨࢹࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡢ᪉ἲ 

⅏ᐖ㑊㞴所で提౪されるࢧーࣅスの内容は㑊㞴所のつ

ᶍや⅏ᐖ発生からの⤒㐣時期によって変化することが⇃

本地㟈における㑊㞴所のㄪᰝから分かっている ��。一方で

㑊㞴所のような対象においては、ᐇ際に現ሙで㉳きている

⣽やかな（しかし積しᄇ出しᚓる）ㄢ㢟と、どのように

所ဨがそのㄢ㢟を解決したか、あるいはできなかったかを

知ることはᅔ㞴である。また、㑊㞴所の㐠用は地方自体

の⫋ဨやࣥࣛ࣎テによって支えられており、㑊㞴所㐠

Ⴀの⤒㦂や知見をḟの⅏ᐖ発生まで⥅ᢎし続けることは

ᅔ㞴である。 

そこで、㑊㞴所に設置した㜵≢࣓ࣛ࢝と事前に㑊㞴所

用者から㞟した㉁問⣬からその㑊㞴所の⣽やかなㄢ㢟

（用者の事前期待やストレス）をᢳ出することができれ

ば、用者の不‶をண㜵しストレスを㍍ῶするためのレࢪ

リ࢚ࣥスࣥࢨࢹ方法が構⠏できると考えた。 

またレࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹ方法は、⅏ᐖ㑊㞴所だけでは

なく、᪥常的なሙ㠃にも適用できることがᮃましい。例え

ば学校の体⫱㤋のように、㑊㞴所の多くは᪥常的に用さ

れている設である。小中学校において生ᚐのᛶ᱁≉ᛶを

事前に㞟し、体⫱㤋やᗯ下に設置した㜵≢࣓ࣛ࢝からᤵ

ᴗ中や休み時間の行ືを解ᯒすることで、学校内でストレ

スをឤじている生ᚐを検出することが可⬟となれば、⅏ᐖ

時以እにもᒎ開が可⬟であると考える。 

�.�. )�IRUPDWLRQ  ࣒ࢸࢫࢩ

人対人の相互作用を◊✲する㡿ᇦにおいて、㞟ᅋ内の

人々が互いに確保しあう置関係または㊥㞳関係にはコ

ーシࣙࣥとしての意味や理由があると言われてࢣࢽ࣑ࣗ

いる。)�IRUPDWLRQ（) 㝕ᙧ）とは複数人が話またはඹ同

作ᴗを行うときに多く見られるᙧែで、ဨが互いに向き

合って（IDFH WR IDFH）空間をඹ᭷している状ែを指す。)�

IRUPDWLRQ のእにいる人は空間をඹ᭷していない、すなわ

ちその㞟ᅋの一ဨでないことを意味する ��。 

⅏ᐖ㑊㞴所では、ᬑẁから交流のない人同士がᮍ⤒㦂の

作ᴗをඹ同で行うሙ㠃が定される。その際にᙧ成された

)�IRUPDWLRQ の内እにおいて、関係者が互いに確保し合う

置関係の㣗い違いがストレスのཎᅉとなりᚓると考えら

れる。 

上述のような状況によってឤじるストレスの⛬ᗘは⅏

ᐖそのものによるストレスと比べて小さなものであるが、

コࢣࢽ࣑ࣗーシࣙࣥ上のストレスが積することによっ

て他者との交流に対してᾘ極的になり、当事者やコࢽ࣑ࣗ

テのレࢪリ࢚ࣥスのᙉ化をጉげるᜍれがある。 

 

�.┠ⓗ 
本稿では、㑊㞴所でのඹ同作ᴗというሙ㠃を定して、

人の行ືと心拍変ື、ᛶ᱁≉ᛶの関係から作ᴗ者のストレ

スを᥎定し、作ᴗ中に発生したㄢ㢟をᢳ出するための一連

の方法を提することを┠的とする。≉に本稿では、)�

IRUPDWLRQ とᛶ᱁≉ᛶを用いたᐇ㦂ᐊᐇ㦂をィ⏬し、ᐇ㦂

によりᚓられた⤖ᯝをࣥࢨࢹ方法の構⠏にᛂ用するま

での手順を検討する。またᚓられたᐇ㦂⤖ᯝ自体について

も、ᐇ㦂手順やィ測ホ౯㡯┠のほ点から考ᐹをຍえる。 

㑊㞴所ೃ補となっている設の一部では、࣎ࣥࢲール〇

の⡆᫆࣋ッࢻのഛが行われている。࣎ࣥࢲール࣋ッࢻは

複数の࣎ࣥࢲール⟽を୪べて � つの࣋ッࢻを構成するも

ので、⤌❧てが容᫆であるため㑊㞴所用者自らが複数名

で⤌❧てを行うといったሙ㠃が定される。本稿ではࣥࢲ

て作ᴗの文⬦を用いて、複数の人がいる❧⤌ࢻッ࣋ール࣎

中で࣎ࣥࢲール⟽を㐠ぶという作ᴗを設定し、ཧຍ者がス

トレスをឤじる状況のᢳ出を試みた。 

 

�.᪉ἲ 
本ᐇ㦂では、事前にᐇ㦂同意をᚓたᗣな男子大学生 �

名を � 名 � ⤌に分け、ྛ ⤌にᐇ㦂༠力者 � 名をຍえたィ �

名 � ⤌でそれࡒれ別の᪥にᐇ㦂を � ᅇ続けてᐇした。ᐇ

㦂前には㉁問⣬検ᰝをᐇし、ᛶ᱁≉ᛶのほかに、ᐇ㦂ཧ

ຍ者間の㠃識の᭷↓を確認した。なおᐇ㦂༠力者は内ᐦに

ᐇ㦂者の指示にもとづき行ືすることとし、ᐇ㦂ࢹーࢱに

は含めないこととした。ᐇ㦂ཧຍ者にはᐇ㦂の前᪥ኪから

当᪥のルコールᦤྲྀと⃭しい㐠ືをไ限した。 

図 � 本研究の俯瞰図

災害避難所運営のレジリエンスデザイン方法 

災害避難所で提供されるサービスの内容は避難所の規

模や災害発生からの経過時期によって変化することが熊

本地震における避難所の調査から分かっている ��。一方で

避難所のような対象においては、実際に現場で起きている

細やかな（しかし蓄積し噴出し得る）課題と、どのように

所員がその課題を解決したか、あるいはできなかったかを

知ることは困難である。また、避難所の運用は地方自治体

の職員やボランティアによって支えられており、避難所運

営の経験や知見を次の災害発生まで継承し続けることは

困難である。

そこで、避難所に設置した防犯カメラと事前に避難所利

用者から収集した質問紙からその避難所の細やかな課題

（利用者の事前期待やストレス）を抽出することができれ

ば、利用者の不満を予防しストレスを軽減するためのレジ

リエンスデザイン方法が構築できると考えた。

またレジリエンスデザイン方法は、災害避難所だけでは

なく、日常的な場面にも適用できることが望ましい。例え

ば学校の体育館のように、避難所の多くは日常的に利用さ

れている施設である。小中学校において生徒の性格特性を

事前に収集し、体育館や廊下に設置した防犯カメラから授

業中や休み時間の行動を解析することで、学校内でストレ

スを感じている生徒を検出することが可能となれば、災害

時以外にも展開が可能であると考える。

F-formation システム 

人対人の相互作用を研究する領域において、集団内の

人々が互いに確保しあう位置関係または距離関係にはコ

ミュニケーションとしての意味や理由があると言われて

いる。)�IRUPDWLRQ（) 陣形）とは複数人が会話または共同

作業を行うときに多く見られる形態で、全員が互いに向き

合って（IDFH WR IDFH）空間を共有している状態を指す。)�

IRUPDWLRQ の外にいる人は空間を共有していない、すなわ

ちその集団の一員でないことを意味する ��。

災害避難所では、普段から交流のない人同士が未経験の

作業を共同で行う場面が想定される。その際に形成された

)�IRUPDWLRQ の内外において、関係者が互いに確保し合う位

置関係の食い違いがストレスの原因となり得ると考えら

れる。

上述のような状況によって感じるストレスの程度は災

害そのものによるストレスと比べて小さなものであるが、

コミュニケーション上のストレスが蓄積することによっ

て他者との交流に対して消極的になり、当事者やコミュニ

ティのレジリエンスの強化を妨げる恐れがある。

目的 

本稿では、避難所での共同作業という場面を想定して、

人の行動と心拍変動、性格特性の関係から作業者のストレ

スを推定し、作業中に発生した課題を抽出するための一連

の方法を提案することを目的とする。特に本稿では、)�

IRUPDWLRQ と性格特性を用いた実験室実験を計画し、実験

により得られた結果をデザイン方法の構築に応用するま

での手順を検討する。また得られた実験結果自体について

も、実験手順や計測評価項目の観点から考察を加える。

避難所候補となっている施設の一部では、ダンボール製

の簡易ベッドの備蓄が行われている。ダンボールベッドは

複数のダンボール箱を並べて � つのベッドを構成するも

ので、組立てが容易であるため避難所利用者自らが複数名

で組立てを行うといった場面が想定される。本稿ではダン

ボールベッド組立て作業の文脈を用いて、複数の人がいる

中でダンボール箱を運ぶという作業を設定し、参加者がス

トレスを感じる状況の抽出を試みた。

方法 

本実験では、事前に実験同意を得た健康な男子大学生 �

名を � 名 � 組に分け、各組に実験協力者 � 名を加えた計 �

名 � 組でそれぞれ別の日に実験を � 回続けて実施した。実

験前には質問紙検査を実施し、性格特性のほかに、実験参

加者間の面識の有無を確認した。なお実験協力者は内密に

実験者の指示にもとづき行動することとし、実験データに

は含めないこととした。実験参加者には実験の前日夜から

当日のアルコール摂取と激しい運動を制限した。
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�.�.ᐇ㦂ᡭ㡰 

ᅗ � にᐇ㦂見ྲྀりᅗを示す。本ᐇ㦂のᐇにあたり、事

前に、ᐇ㦂ཧຍ者に❧ち置を指示するための࣐ーキࣥࢢ

を行った。またᐇ㦂空間として �P ᅄ方の正方ᙧ内に物が

置かれないよう࣐ーキࣥࢢを行った。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ਦ � ࣰݡݩखΕਦ 

 

ᅗ � にᐇ㦂ཧຍ者の❧ち置と⤒㊰を示す。ᅗ中の点

$%& には、中ኸを向くように � 人のᐇ㦂ཧຍ者が❧つ。

$%& 点間㊥㞳はඹ同作ᴗにおいて不自然でない㊥㞳とす

るため、+DOO による社㊥㞳の㏆接相となるよう設定した。

+DOO によると⡿人においてその㊥㞳は �㹼� ートのࣇ

⠊ᅖであり、より㏆い⠊ᅖ（���㹼� ート）をಶ体㊥㞳ࣇ

の㐲方相とよんだ。ඹ同作ᴗにおいて≉に接㏆する理由が

ない限りは社㊥㞳の㏆接相が用いられる ��。 

社㊥㞳の㏆接相とಶ体㊥㞳の㐲方相の⠊ᅖは人の身

体ᛶにᇶづいており、୧相のቃ界となる � ートというࣇ

数್自体はあくまでも┠安である。+DOO は「୧方が⭎をఙ

ばせば指が触合う㊥㞳までの⠊ᅖ」をಶ体㊥㞳の㐲方相の

⠊ᅖとしているため ��、� 人が同時に⭎をఙばしたときに

指が触合わない㊥㞳として、᪥本人の成人男ᛶの指極長の

�� ル್ࢱࣥࢭーࣃ ����PP��から、$%& 点間㊥㞳は ���P

とした。なおᐇ㦂にあたって、ᐇ㦂ཧຍにはᐇ際に⭎をఙ

ばしてもらい、㞄の人と指が触合わないことを確認した。 

� 人のうち � 人のᐇ㦂ཧຍ者は空の࣎ࣥࢲール⟽�����

�������PP�を持ち、ձ㹼մの地点に移ືし、それࡒれの

地点で⟽を置き、中ኸを向いた状ែで � 分間❧㟼止す

る。ձ㹼մの地点には࣐ーキࣥࢢを行わず、ᐇ㦂ཧຍ者自

身の┠測で㟼止する地点を決める。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ਦ � ࣰࢂݩՅंཱིͬҒͳܨ࿑ 

 

ᅗ � にᐇ㦂の様子を示す。ᐇ㦂中は、)�IRUPDWLRQ、すな

わち � 名が中ኸに向き合ったᙧែが⥔持され続ける。)�

IRUPDWLRQ の周ᅖの空間は U�VSDFH とよばれ、㞟ᅋとそのእ

のቃ界に相当する。)�IRUPDWLRQ を構成する成ဨによって༨

められる空間は S�VSDFH とよばれる。中ኸの空間は R�VSDFH

とよばれ、㞟ᅋの注┠の対象となる。本ᐇ㦂では � 名がᙧ

成した )�IRUPDWLRQ に対して � 人┠のᐇ㦂ཧຍ者がまず U�

VSDFH を移ືし、最後に R�VSDFH に進入する⤒㊰をたどる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ਦ � ࣰݩ༹ࢢͳ )�IRUPDWLRQ  � ͯηϘʖη 

 

ᅗ � にᐇ㦂プロトコルを示す。本ᐇ㦂ではྛᐇ㦂ཧຍ者

が周ᅖを移ືするᙺを交代しながら順番にࢱー࣒をᐇ

し、ဨが周ᅖの移ືを � ᅇずつᐇした。休᠁中はᐇ㦂

㡿ᇦእの᳔子にᗙり、⑂ປが積しないよう㓄៖した。�

人のうち � 人はᐇ㦂༠力者としてணめ内ᐦにᐇ㦂プロト

コルのヲ⣽な説明をうけ、他の � 人の手本として最初のࢱ

ー࣒で周ᅖを移ືした。このとき、ᐇ㦂ཧຍ者が⟽を置く

置がᐇ㦂༠力者のᙳ響を受けることを定して、� ᅇ┠

のࢱー࣒ではձ㹼ճの地点に⟽を置く際に U�VSDFH のなる

べくእഃに、� ᅇ┠のࢱー࣒では U�VSDFH のなるべく内ഃ

に置くように指示した。 

ᐇ㦂ᡭ㡰 

ᅗ � に実験見取りᅗを示す。本実験の実施にあたり、事

前に、実験参加者に立ち位置を指示するための࣐ー࢟ンࢢ

を行った。また実験空間として �P ᅄ方のṇ方形内に≀が

置かれないよう࣐ー࢟ンࢢを行った。

図 � ᐇ㦂ぢྲྀࡾ図

ᅗ � に実験参加者の立ち位置と経㊰を示す。ᅗ中の点

$%& には、中ኸを向くように � 人の実験参加者が立つ。

$%& 点間距離は共同作業において不自↛でない距離とす

るため、+DOO による♫会距離の㏆᥋相となるよう設定した。

+DOO によると⡿人においてその距離は �㹼� ィートのࣇ

⠊ᅖであり、より㏆い⠊ᅖ（���㹼� ィート）をಶ体距離ࣇ

の㐲方相とよࢇだ。共同作業において特に᥋㏆する理由が

ない限りは♫会距離の㏆᥋相が用いられる ��。

♫会距離の㏆᥋相とಶ体距離の㐲方相の⠊ᅖは人の㌟

体性にᇶづいており、୧相のቃ⏺となる � ィートというࣇ

数್自体はあくまでも目Ᏻである。+DOO はࠕ୧方が⭎をఙ

ばࡏば指がゐ合う距離までの⠊ᅖ をࠖಶ体距離の㐲方相の

⠊ᅖとしているため ��、� 人が同時に⭎をఙばしたときに

指がゐ合わない距離として、日本人の成人男性の指極㛗の

�� ンタイル್ࢭーࣃ ����PP��から、$%& 点間距離は ���P

とした。なお実験にあたって、実験参加には実際に⭎をఙ

ばしてもらい、㞄の人と指がゐ合わないことを確認した。

� 人のうち � 人の実験参加者は空のダンボール箱�����

�������PP�をᣢち、ձ㹼մの地点に⛣動し、それぞれの

地点で箱を置き、中ኸを向いた状態で � 分間立位㟼Ṇす

る。ձ㹼մの地点には࣐ー࢟ンࢢを行わࡎ、実験参加者自

㌟の目測で㟼Ṇする地点を決める。

図 � ᐇ㦂ཧຍ⪅の❧ࡕ⨨⤒㊰

ᅗ � に実験のᵝ子を示す。実験中は、)�IRUPDWLRQ、すな

わち � 名が中ኸに向き合った形態が⥔ᣢされ続ける。)�

IRUPDWLRQ の࿘ᅖの空間は U�VSDFH とよばれ、集団とその外

のቃ⏺に相当する。)�IRUPDWLRQ を構成する成員によって༨

められる空間は S�VSDFH とよばれる。中ኸの空間は R�VSDFH

とよばれ、集団のὀ目の対象となる。本実験では � 名が形

成した )�IRUPDWLRQ に対して � 人目の実験参加者がまࡎ U�

VSDFH を⛣動し、᭱ᚋに R�VSDFH に㐍ධする経㊰をたどる。

図 � ᐇ㦂のᵝᏊ )�IRUPDWLRQ の � ス࣮࣌のスࡘ

ᅗ � に実験ࣟࣉトコルを示す。本実験では各実験参加者

が࿘ᅖを⛣動するᙺを交௦しながら順␒にター࣒を実施

し、全員が࿘ᅖの⛣動を � 回ࡎつ実施した。休᠁中は実験

領域外の᳔子にᗙり、⑂ປが蓄積しないよう㓄៖した。�

人のうち � 人は実験協力者として予め内密に実験ࣟࣉト

コルのヲ細なㄝ᫂をうけ、他の � 人の手本として᭱ึのタ

ー࣒で࿘ᅖを⛣動した。このとき、実験参加者が箱を置く

位置が実験協力者のᙳ㡪をཷけることを想定して、� 回目

のター࣒ではձ㹼ճの地点に箱を置く際に U�VSDFH のなる

べく外ഃに、� 回目のター࣒では U�VSDFH のなるべく内ഃ

に置くように指示した。
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ਦ � ࣰݩϕϫφαϩ 

 

�.�.㉁ၥ⣬᳨ᰝ 

㉁問⣬検ᰝでは、主要 � ᅉ子ᛶ᱁検ᰝ ��と状ែ・≉ᛶ不

安検ᰝ ��をᐇした。また、事前期待に関するࢣࣥート

をᐇした。ࢣࣥートはࢧーࣅスရ㉁を測定するために

開発されたᑻᗘである 6(5948$/��をཧ考に作成した。本

ᐇ㦂ではࢧーࣅスのᤵ受は発生しないが、他のᐇ㦂ཧຍ者

の自身へのែᗘに対する期待として、本ᐇ㦂では

6(5948$/ における �つの㡯┠のうち確信ᛶ�$VVXDUDQFH�

とඹឤᛶ�(PSDWK\�に対ᛂする㉁問㡯┠を⊂自に設定した。

ᅇ⟅は、�㸸まったくそう思わない㹼�㸸どちらでもない㹼

�㸸ᙉくそう思うの � ẁ㝵でᚓた。事前期待の㉁問㡯┠を

⾲ � に示す。 

 

න � ࣆغଶ࣯ߴ 

1R� 㡯┠ 分類 

�� 
ほかのᐇ㦂ཧຍ者はあなたに注意を払って

くれる 

ඹឤᛶ 

�� 
あなたはほかのᐇ㦂ཧຍ者に⯆味を持つよ

うになる 

ඹឤᛶ 

�� 
ほかのᐇ㦂ཧຍ者はあなたの意ᅗを理解し

てくれる 

ඹឤᛶ 

�� 
ほかのᐇ㦂ཧຍ者はᅔったときຓけてくれ

る 

ඹឤᛶ 

�� ほかのᐇ㦂ཧຍ者はお互いにㄔᐇである 確信ᛶ 

�� ほかのᐇ㦂ཧຍ者は㢗りになる 確信ᛶ 

�� ほかのᐇ㦂ཧຍ者は礼儀正しい 確信ᛶ 

�� 
ほかのᐇ㦂ཧຍ者とは安心して接すること

ができる 

確信ᛶ 

 

また、㐣去に同様のᐇ㦂を⤒㦂しているか、今ᅇのᐇ㦂

ཧຍ者の中に人や知り合いがいるか、初対㠃の人と話

をする㢖ᗘ、ᬑẁの㐠ື⩦័等についてᅇ⟅をᚓた。 

�.�.ᚰᢿኚື�+59�ศᯒ 

心拍変ື�+59�をィ測することで交ឤ神⤒と交ឤ神

⤒のどちらが優かを᥎測することができると言われて
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係数�Ȩ�の⤯対್が ��� を上ᅇったものを、相関が見られ
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なお㉁問⣬検ᰝ⤖ᯝに対してその್の分布の⠊ᅖが

���� 以下だった㡯┠については、相関検討の対象から㝖እ

することとした。 
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Ᏻ検査 ��を実施した。また、事前期待に関するアンケート

を実施した。アンケートはサービスရ質を測定するために

開発されたᑻ度である 6(5948$/��を参考に作成した。本

実験ではサービスの授ཷは発生しないが、他の実験参加者

の自㌟の態度に対する期待として、本実験では

6(5948$/ における �つの項目のうち確ಙ性�$VVXDUDQFH�

と共感性�(PSDWK\�に対応する質問項目を⊂自に設定した。

回⟅は、�㸸まったくそうᛮわない㹼�㸸どちらでもない㹼

�㸸強くそうᛮうの � 段㝵で得た。事前期待の質問項目を

⾲ � に示す。

⾲ � ๓ᮇᚅの㉁ၥ㡯目

1R� 項目 分㢮
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くれる

共感性
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あなたはほかの実験参加者に⯆味をᣢつよ

うになる

共感性

��
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てくれる
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をする㢖度、普段の運動⩦័➼について回⟅を得た。
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ᖹᆒが �、分ᩓが � となるようにṇ規化した面積 6 と㔜心

P を⟬出した ��。6 と P が小さくなるほど、交感⚄経ඃ

位、すなわちストレスを感じていると解㔘する。

運動中の 55, からは +59 を評価することができないた

め、立位㟼Ṇ中の心拍データを抽出して分析対象とした。

抽出にあたっては、実験の模ᵝをᙳした動画から対象者

が㟼Ṇ中の時้をり出してデータの抽出を行った。また、

本実験では状況をࠕU�VSDFH で㟼Ṇ中�U ᮲௳� R�VSDFHࠕࠖ で
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面で㟼Ṇ中�S 対面᮲௳� S�VSDFHࠕࠖ において、U�VSDFH にい

る人とᶓ並ࡧで㟼Ṇ中�Sᶓ並ࡧ᮲௳� のࠖ�✀㢮に分㢮し、

それぞれの状況ࡈとに /3 の 6 と P を⟬出した。

㉁ၥ⣬ +59 のẚ㍑ 

各実験参加者の状況ࡈとの 6 ならࡧに P と、質問紙の

結果の相関を検討した。このとき、スࣆア࣐ンの順位相関

係数�Ȩ�の⤯対್が ��� を上回ったものを、相関が見られ

たとุ᩿することとした。

なお質問紙検査結果に対してその್の分ᕸの⠊ᅖが

���� 以下だった項目については、相関検討の対象から㝖外

することとした。
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㉁問⣬検ᰝ⤖ᯝを⾲ � に示す。ᚓられたᅇ⟅のうちᐇ㦂

ཧຍ者間で分布の⠊ᅖが ���� 以下の㡯┠は、確信ᛶに対

する事前期待と状ែ不安の � 㡯┠であった。 
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確信性に対する 
事前期待  

���� ���� ���� ���� 

 

�.�. +59 ศᯒ 

ᐇ㦂ཧຍ者の R、S 対㠃、S ᶓ୪び、U ᮲௳における

+59（ᐇ㦂ཧຍ者ẖに正つ化された /3 による 6 と P の

್）をᅗ � の⟽ひげᅗに示す。ᅗ中の点はྛᐇ㦂ཧຍ者の
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S ᶓ୪び᮲௳の 6 と P が U ᮲௳と比べてやや小さい⤖ᯝ

となったが、ࢹーࢱ数に対してばらつきが大きいことから、
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全実験参加者の R、S 対面、S ᶓ並ࡧ、U ᮲௳における
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್）をᅗ � の箱ࡦげᅗに示す。ᅗ中の点は各実験参加者の
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図 � ྛ᮲௳ࡿࡅ࠾ +59 の⟽ࡆࡦ図

各᮲௳の分ᕸについてᅄ分位⠊ᅖに╔目すると、S 対面、

S ᶓ並ࡧ᮲௳の 6 と P が U ᮲௳と比べてやや小さい結果

となったが、データ数に対してばらつきが大きいことから、

確たるഴ向は認められなかった。

㉁ၥ⣬ +59 のẚ㍑ 

質問紙の結果と各᮲௳における +59 を比㍑した結果の

うち、相関係数の⤯対್が ��� を上回ったものをᅗ �㹼��
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また S ᶓ並ࡧ᮲௳において、特性不Ᏻとの㈇の相関が認
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確たるഴ向は認められなかった。
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⥴不Ᏻ定性との㈇の相関が認められた。

図 � ㄔᐇᛶ S ᑐ㠃᮲௳ࡿࡅ࠾ +59�P�の┦㛵

図 � እྥᛶ S ᑐ㠃᮲௳ࡿࡅ࠾ +59�P�の┦㛵

図 � ⥴Ᏻᐃᛶ S ᑐ㠃᮲௳ࡿࡅ࠾ +59�6�の┦㛵

また S ᶓ並ࡧ᮲௳において、特性不Ᏻとの㈇の相関が認

められた。

芸術工学研究 Vol. 31, 2019 5



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ਦ �� ಝ҈ͳ S ԥด;ড়݇Ͷ͕͜Ζ +59�P�૮ؖ 

 

本ᐇ㦂では、ᐇ㦂前にᐇ㦂ཧຍ者同士の㠃識を確認した。

㠃識があった人数とྛ᮲௳における 6、P の್との相関係

数の⤯対್が ��� を上ᅇったものはなかった。なお、㠃識

があった人数において相関係数の⤯対್が最も大きかっ

た᮲௳は S 対㠃᮲௳であった�Ȩ  ������。 

ྛᐇ㦂ཧຍ者の㠃識のあった人数と、+59 との比較に

おいて相関が見られたᛶ᱁≉ᛶ、ならびに㠃識のあった人

数を⾲ � に示す。 

 

න � ࣰࢂݩՅंಋ࢞ࣟͳ֪ಝ 
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�.⪃ᐹ 
�.�.㉁ၥ⣬᳨ᰝ 

㉁問⣬検ᰝでは、状ែ不安と事前期待�確信ᛶ�のᶆ‽೫

ᕪが小さい⤖ᯝとなった。状ែ不安についてᅇ⟅のᖹᆒ್

は ���� であり、これは㉁問⣬の㑅ᢥ⫥によると「くそ

うでない」「いくぶんそうである」の間に相当する。ᐇ㦂

ཧຍ者は本ᐇ㦂に対し、体的には不安をぬえる理由が認

められなかった可⬟ᛶが考えられる。 

また事前期待�確信ᛶ�のᖹᆒ್は ���� であり、これは㉁

問⣬の㑅ᢥ⫥によると「ややそう思う」「そう思う」の間

に相当する。本ᐇ㦂においてᐇ㦂ཧຍ者は他のᐇ㦂ཧຍ者

とコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙࣥを交わす必要が生じなかったため、

一様なᅇ⟅となったと᥎測される。一方で事前期待�ඹឤ

ᛶ�には比較的ばらつきが見られ、ᖹᆒは ���� とやや小さ

い⤖ᯝとなった。これは、他のᐇ㦂ཧຍ者としばらくの間

ሙをඹ᭷することに対する不安がᫎされていると᥎測

される。 

㉁問⣬を設ィするにあたっては、他のᐇ㦂ཧຍ者に対す

る事前期待�ඹឤᛶ�に対する㉁問が᭷用であると考えら

れる。また、状ែ不安の設問についても他のᐇ㦂ཧຍ者と

のඹឤᛶに関する不安をᑜねることが᭷用であると考え

られる。ᐇ㦂ཧຍ者同士の༠ാが発生するようなࢱスࢡを

ᐇ㦂に追ຍすることも、ᅇ⟅のばらつきをᚓる上で検討の

余地があると考えられるが、コࣥテࢡストを追ຍすること

でᐇ㦂が複㞧化することを㑊けるດ力も必要となる。 

㉁問⣬の設ィにあたっては状ែ不安と事前期待の㉁問

㡯┠のㄢ㢟、+59 ィ測᮲௳を追ຍしたࢹーࢱ㞟等のㄢ

㢟がṧされたが、㑊㞴所で発生しᚓるሙ㠃の一部をษり出

したᐇ㦂によってᚓられた⤖ᯝが、㑊㞴所で発生しᚓるㄢ

㢟のᢳ出に᭷用である可⬟ᛶが示၀された。 

�.�. +59 ศᯒ 

本ᐇ㦂ではᐇ㦂ཧຍ者間の⤖ᯝにばらつきが大きく、確

たる傾向を認めることはできなかった。 

R ᮲௳は他者に対㠃で再接㏆するため、最もストレスを

ឤじやすい᮲௳とண測されたが、本ᐇ㦂においてはそのよ

うな傾向は見られなかった。これは、R ᮲௳がࢱー࣒の最

後であることから、ࢱー࣒⤊の安ሚឤがᙳ響している可

⬟ᛶがある。あるいは、ᐇ㦂ཧຍ者間の㠃識やぶᐦさがᙳ

響していることも考えられる。 

�.�.㉁ၥ⣬ +59  ẚ㍑ࡢ

本ᐇ㦂では、ㄔᐇᛶ、እ向ᛶ、⥴不安定ᛶが高いほど

S 対㠃᮲௳でឤじるストレスが大きい傾向があると解釈

できる⤖ᯝとなった。S 対㠃᮲௳とは、)�IRUPDWLRQ を構成

する成ဨの一ဨでありながらそのእ部にいる非成ဨと対

㠃している状ែであり、᪥常的なሙ㠃に置きえると、እ

部にいる人にኌをかけて㏄え入れるか、↓視をするかの判

᩿がồめられ、人によっては気まずさをឤじるような状況

である。ただし本ᐇ㦂においてはそのようなコࣥテࢡスト

はなく、༢に自分の方を向いている他者が他の᮲௳と比べ

て最も多く、かつ R ᮲௳とは␗なり、他のᐇ㦂ཧຍ者ဨ

が視界に入っているためឤじるストレスが高くなった可

⬟ᛶも考えられる。しかしいずれのሙ合においても、ㄔᐇ

で、እ向的で⥴不安定ᛶが高い人がこのような状況にス

図 �� ≉ᛶᏳ S ᶓ୪ࡧ᮲௳ࡿࡅ࠾ +59�P�の┦㛵

本実験では、実験前に実験参加者同士の面識を確認した。

面識があった人数と各᮲௳における 6、P の್との相関係

数の⤯対್が ��� を上回ったものはなかった。なお、面識

があった人数において相関係数の⤯対್が᭱も大きかっ

た᮲௳は S 対面᮲௳であった�Ȩ  ������。

各実験参加者の面識のあった人数と、+59 との比㍑に

おいて相関が見られた性格特性、ならࡧに面識のあった人

数を⾲ � に示す。

⾲ � ᐇ㦂ཧຍ⪅ྠኈの㠃㆑ᛶ᱁≉ᛶ
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⪃ᐹ 

㉁ၥ⣬᳨ᰝ 

質問紙検査では、状態不Ᏻと事前期待�確ಙ性�のᶆ‽೫

ᕪが小さい結果となった。状態不Ᏻについて回⟅のᖹᆒ್

は ���� であり、これは質問紙の㑅ᢥ⫥によるとࠕ全くそ

うでない そうであるࠖの間に相当する。実験ࢇいくぶࠕࠖ

参加者は本実験に対し、全体的には不Ᏻをぬえる理由が認

められなかった可能性が考えられる。

また事前期待�確ಙ性�のᖹᆒ್は ���� であり、これは質

問紙の㑅ᢥ⫥によるとࠕややそうᛮう そうᛮうࠖの間ࠕࠖ

に相当する。本実験において実験参加者は他の実験参加者

とコミュニケーションを交わすᚲせが生じなかったため、

一ᵝな回⟅となったと推測される。一方で事前期待�共感

性�には比㍑的ばらつきが見られ、ᖹᆒは ���� とやや小さ

い結果となった。これは、他の実験参加者としばらくの間

場を共有することに対する不Ᏻがᫎされていると推測

される。

質問紙を設計するにあたっては、他の実験参加者に対す

る事前期待�共感性�に対する質問が有用であると考えら

れる。また、状態不Ᏻの設問についても他の実験参加者と

の共感性に関する不Ᏻをᑜࡡることが有用であると考え

られる。実験参加者同士の協ാが発生するようなタスࢡを

実験に㏣加することも、回⟅のばらつきを得る上で検討の

వ地があると考えられるが、コンテࢡストを㏣加すること

で実験が複㞧化することを避けるດ力もᚲせとなる。

質問紙の設計にあたっては状態不Ᏻと事前期待の質問

項目の課題、+59 計測᮲௳を㏣加したデータ収集➼の課

題がṧされたが、避難所で発生し得る場面の一部をษり出

した実験によって得られた結果が、避難所で発生し得る課

題の抽出に有用である可能性が示၀された。

+59 ศᯒ 

本実験では実験参加者間の結果にばらつきが大きく、確

たるഴ向を認めることはできなかった。

R ᮲௳は他者に対面で᥋㏆するため、᭱ もストレスを

感じやすい᮲௳と予測されたが、本実験においてはそのよ

うなഴ向は見られなかった。これは、R ᮲௳がター࣒の᭱

ᚋであることから、ター࣒⤊のᏳሚ感がᙳ㡪している可

能性がある。あるいは、実験参加者間の面識やぶ密さがᙳ

㡪していることも考えられる。

㉁ၥ⣬ +59 のẚ㍑ 

本実験では、ㄔ実性、外向性、⥴不Ᏻ定性が㧗いほど

S 対面᮲௳で感じるストレスが大きいഴ向があると解㔘

できる結果となった。S 対面᮲௳とは、)�IRUPDWLRQ を構成

する成員の一員でありながらその外部にいる㠀成員と対

面している状態であり、日常的な場面に置きえると、外

部にいる人にኌをかけて㏄えධれるか、無どをするかのุ

᩿がồめられ、人によってはẼまࡎさを感じるような状況

である。ただし本実験においてはそのようなコンテࢡスト

はなく、༢に自分の方を向いている他者が他の᮲௳と比べ

て᭱も多く、かつ R ᮲௳とは␗なり、他の実験参加者全員

がど⏺にධっているため感じるストレスが㧗くなった可

能性も考えられる。しかしいࡎれの場合においても、ㄔ実

で、外向的で⥴不Ᏻ定性が㧗い人がこのような状況にス

図 �� ≉ᛶᏳ S ᶓ୪ࡧ᮲௳ࡿࡅ࠾ +59�P�の┦㛵

本実験では、実験前に実験参加者同士の面識を確認した。

面識があった人数と各᮲௳における 6、P の್との相関係

数の⤯対್が ��� を上回ったものはなかった。なお、面識

があった人数において相関係数の⤯対್が᭱も大きかっ

た᮲௳は S 対面᮲௳であった�Ȩ  ������。

各実験参加者の面識のあった人数と、+59 との比㍑に

おいて相関が見られた性格特性、ならࡧに面識のあった人

数を⾲ � に示す。
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質問紙検査では、状態不Ᏻと事前期待�確ಙ性�のᶆ‽೫

ᕪが小さい結果となった。状態不Ᏻについて回⟅のᖹᆒ್
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また事前期待�確ಙ性�のᖹᆒ್は ���� であり、これは質

問紙の㑅ᢥ⫥によるとࠕややそうᛮう そうᛮうࠖの間ࠕࠖ

に相当する。本実験において実験参加者は他の実験参加者

とコミュニケーションを交わすᚲせが生じなかったため、

一ᵝな回⟅となったと推測される。一方で事前期待�共感

性�には比㍑的ばらつきが見られ、ᖹᆒは ���� とやや小さ

い結果となった。これは、他の実験参加者としばらくの間

場を共有することに対する不Ᏻがᫎされていると推測

される。

質問紙を設計するにあたっては、他の実験参加者に対す

る事前期待�共感性�に対する質問が有用であると考えら

れる。また、状態不Ᏻの設問についても他の実験参加者と

の共感性に関する不Ᏻをᑜࡡることが有用であると考え

られる。実験参加者同士の協ാが発生するようなタスࢡを

実験に㏣加することも、回⟅のばらつきを得る上で検討の

వ地があると考えられるが、コンテࢡストを㏣加すること

で実験が複㞧化することを避けるດ力もᚲせとなる。

質問紙の設計にあたっては状態不Ᏻと事前期待の質問

項目の課題、+59 計測᮲௳を㏣加したデータ収集➼の課

題がṧされたが、避難所で発生し得る場面の一部をษり出

した実験によって得られた結果が、避難所で発生し得る課

題の抽出に有用である可能性が示၀された。
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本実験では実験参加者間の結果にばらつきが大きく、確

たるഴ向を認めることはできなかった。

R ᮲௳は他者に対面で᥋㏆するため、᭱ もストレスを

感じやすい᮲௳と予測されたが、本実験においてはそのよ

うなഴ向は見られなかった。これは、R ᮲௳がター࣒の᭱

ᚋであることから、ター࣒⤊のᏳሚ感がᙳ㡪している可

能性がある。あるいは、実験参加者間の面識やぶ密さがᙳ

㡪していることも考えられる。
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S 対面᮲௳で感じるストレスが大きいഴ向があると解㔘

できる結果となった。S 対面᮲௳とは、)�IRUPDWLRQ を構成

する成員の一員でありながらその外部にいる㠀成員と対

面している状態であり、日常的な場面に置きえると、外

部にいる人にኌをかけて㏄えධれるか、無どをするかのุ

᩿がồめられ、人によってはẼまࡎさを感じるような状況

である。ただし本実験においてはそのようなコンテࢡスト

はなく、༢に自分の方を向いている他者が他の᮲௳と比べ

て᭱も多く、かつ R ᮲௳とは␗なり、他の実験参加者全員

がど⏺にධっているため感じるストレスが㧗くなった可

能性も考えられる。しかしいࡎれの場合においても、ㄔ実

で、外向的で⥴不Ᏻ定性が㧗い人がこのような状況にス
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トレスをឤじることはありᚓると考える。 

また、≉ᛶ不安が高いほど S ᶓ୪び᮲௳でឤじるストレ

スが大きい傾向となった。これは、)�IRUPDWLRQ のእにいる

非成ဨが、自身の視界のእにいる状ែである。しかしなが

ら、R ᮲௳と比較して対㠃している人もおらず、他者との

㊥㞳も㐲いため、S�VSDFH という空間自体にឤじるストレ

スと関係がある可⬟ᛶも考えられる。 

本ᐇ㦂では、ྛ ᐇ㦂ཧຍ者の㞟ᅋ内での㠃識がある人数

と、+59 の間に関係を認めることはできなかった。ただ

し、)�IRUPDWLRQ と㏆い㡿ᇦであるࣃーࢼࢯルス࣌ース◊✲

においてはぶしい人や㨩力的な他者に対するࣃーࢼࢯル

ス࣌ースは⊃くなると言われていることから ���、ᐇ㦂ཧ

ຍ者同士のぶᐦさや、እ見的な㨩力が⤖ᯝにᙳ響を及ࡰし

ている可⬟ᛶがṧされている。 

 

�.⤖ㄽᒎᮃ 
 ᛂ⏝ྍ⬟ᛶࡢࣥࢨࢹࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞ.�.�

本ᐇ㦂でᚓられたᐇ㦂⤖ᯝがレࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹに

際してㄢ㢟ᢳ出のための方法としてᛂ用可⬟であるかを

検討する。 

本ᐇ㦂ではᐇ㦂ཧຍ者に対し自ᚊ神⤒のάືにᙳ響を

与える要ᅉ（࢙ࣥࣇ࢝のᦤྲྀや╧╀時間）の⤫ไや、体

力のಶ人ᕪ、ᐇ㦂中のṌ行によるᙳ響、㠃識の᭷↓や順ᗎ

ຠᯝをはじめとするコࣥテࢡストの⤫ไは行っていない。

したがってᐇ㦂つᶍが小さいこととేせて、⤖ᯝ自体のᬑ

㐢ᛶや再現ᛶをホ౯するには⮳らないことを前提として、

ᚓられた知見を記述する。 

ᐇ㦂によって᭷意な⤖ᯝをᚓたሙ合、㑊㞴所㐠Ⴀにおい

て㞟ᅋに対し入を行うべき適ษな᮲௳やࢢ࣑ࣥࢱを

示すことができるようになると考える。例えば本ᐇ㦂の⤖

ᯝにᇶづくと、)�IRUPDWLRQ を構成する S�VSDFH 内の成ဨが

U�VSDFH にいる人と対㠃した状況において、≉定のᛶ᱁≉

ᛶの（ㄔᐇᛶ、እ向ᛶ、⥴不安定ᛶが高い）成ဨはスト

レスをឤじる傾向にあるという⤖ᯝがᚓられたことから、

)�IRUPDWLRQ に対し人が接㏆したሙ合は S�VSDFH の成ဨのᛶ

᱁≉ᛶにᛂじて、እ部から入することのຠᯝが見㎸める。 

 

 

 

 

 

�.�.ᒎᮃ 

本ᐇ㦂により、ᐇ㦂ᐊᐇ㦂の⤖ᯝから⅏ᐖ㑊㞴所でのඹ

同作ᴗにおいて㑊㞴所用者がストレスをឤじる状況を

ಶ々人のᛶ᱁≉ᛶと )�IRUPDWLRQ における置関係から᥎

測可⬟であることが示၀された。ただし、ᐇ㦂にあたって

は事前期待と状ែ不安に対するコࣥテࢡストの設定、ᐇ㦂

ཧຍ者間のぶᐦさに対する⤫ไといったㄢ㢟がᣲがった。 

今後は㉁問⣬の内容とᐇ㦂コࣥテࢡストのྫྷ味にຍえ、

ᐇ㦂ཧຍ者同士のぶᐦさと自ᚊ神⤒のάື、心拍にᙳ響を

及ࡰす要ᅉの⤫ไに㓄៖してᐇ㦂設ィの改良を続けると

同時に、⤖ᯝのᛂ用としての )�IRUPDWLRQ に対する入の

具体的な方法についても検討する必要がある。 

本◊✲は -636 ⛉◊㈝ -3��+����� のຓ成を受けたもの

である。 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

㻝㻕尾方義人� すᮧⱥః� 江㢌優ె� ⸨智ு� レࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹ方法試

論�これまでのレࢪリ࢚ࣥス◊✲のᐇ⦼にᇶづいた方法論の構⠏に向けて� 

ᕞ大学ⱁ術ᕤ学部�ⱁ術ᕤ学◊✲�� ����� �� 巻� SS������ 

㻞㻕すᮧⱥః、ᮤ 東海、尾方義人� ⿕⅏地におけるレࢪリ࢚ࣥスࣥࢨࢹに関

する◊✲̿⇃本地㟈㑊㞴所における㈞り⣬の分ᯒ̿� 地༊㜵⅏ィ⏬学ㄅ� 

����� �� ྕ� SS������ 

㻟㻕$�.HQGRQ� &RQGXFWLQJ LQWHUDFWLRQ� 3DWWHUQV RI EHKDYLRU LQ IRFXVHG HQFRXQWHUV� 

&DPEULGJH� &DPEULGJH 8QLYHUVLW\ 3UHVV� ���� 

㻠㻕࣡ࢻ࢚ー࣍・ࢻール㸪᪥高ᩄ隆� 佐⸨信行 ヂ� かくれたḟඖ� みすず書ᡣ� 

���� 

㻡㻕3KHDVDQW� %RG\VSDFH� DQWKURSRPHWU\� HUJRQRPLFV DQG GHVLJQ� 7D\ORU 	 )UDQFLV� 

���� 

㻢㻕୪川ດ� 谷伊⧊� ⬥田㈗文� ⇃谷㱟一� 中᰿ឡ� 野口⿱之� %LJ)LYH ᑻᗘ▷

⦰∧の開発と信㢗ᛶとጇ当ᛶの検討� 心理学◊✲� ����� �� 巻 � ྕ� SS������ 

㻣㻕清水⚽美� 今栄国ᬕ� 67$7(�75$,7 $1;,(7< ,19(1725< の᪥本語∧

�大学生用�の作成� ᩍ⫱心理学◊✲� ����� �� 巻 � ྕ� SS������ 

㻤㻕$�3DUDVXUDPDQ� 9�$� =HLWKDPO� /�/� %HUU\� 6(5948$/� $ 0XOWLSOH�,WHP 6FDOH 

IRU 0HDVXULQJ &RQVXPHU 3HUFHSWLRQV RI 6HUYLFH 4XDOLW\� -RXUQDO RI 5HWDLOLQJ ������ 

9RO��� 1R��� SS������ 

㻥㻕豊⚟ྐ� ᒣ口和ᙪ� ⴗཎၨ� 心㟁ᅗ 55 間隔のローレࣥࢶプロットによる

交ឤ神⤒άືの⡆᫆᥎定法の開発� 人間ᕤ学� ����� �� 巻 � ྕ� SS�������� 

㻝㻜㻕▼田┾二� 㮵ᓥⱱ� 心拍変ືを用いた㌴いす用者のストレスィ測に関

する◊✲� ⚟♴のまちづくり◊✲� ����� �� 巻 � ྕ� SS���� 

㻝㻝㻕5� *LIIRUG� 3URMHFWHG LQWHUSHUVRQDO GLVWDQFH DQG RULHQWDWLRQ FKRLFHV� 3HUVRQDOLW\� 

VH[�DQG VRFLDO VLWXDWLRQ� 6RFLDO 3V\FKRORJ\ 4XDUWHUO\� ����� 9RO���� 1R��� SS�����
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新松原みんなの家

The House for Everyone in Shinmatsubara

田上 健一 1　　　　　　　朝廣 和夫 1

Kenichi TANOUE　　　  Kazuo ASAHIRO

1. はじめに
　2016 年 4 月14・16 日に発生した熊本地震 1) では、熊
本県を中心に甚大な被害が発生した。全壊 8,697 棟、半
壊 34,037 棟、 一 部 損 壊 155,902 棟、 公共 施 設 被 害
439 棟などが確認 2) された「建物被害中心型」の大災
害であった。災害後は 15 市町村 110 ヶ所の仮設団地に
4,303 戸の応急仮設住宅が建設 3) され、各仮設団地には
被災者の再建活動やコミュニティ形成の促進を目的とする

「みんなの家（集会所）」が 95 棟建設されている。本稿では、
設計を担当した熊本県宇土市の「新松原みんなの家」の概
要について報告する。

2. みんなの家の事業スキーム
　災害救助法では、応急仮設住宅 50 戸以上を一つの敷
地内に設置した場合、被災者の再建活動を補完する仮設
団地内集会施設を設置できることになっている 4)。熊本地
震では「規格型」「本格型」と呼称される集会所が 84 棟
整備された。しかしながら、被災範囲が広範であったこと
や既存コミュニティの継承を重要視したこともあり、応急仮
設住宅 20 戸以上が 66 団地に対して、20 戸未満が 44 団
地もあった。
　「被災者の痛みの最小化」「創造的復興」を復旧復興
の原則とする熊本県の方針に沿うかたちで、応急仮設住宅
20 戸未満の小規模仮設団地には、（公財）日本財団による

「住宅・事業再建資金のための融資制度（わがまち基金）」
の一部を活用し、自主提案型の「プッシュ型」と呼称する
小規模型「みんなの家（集会所）」を整備することになった 5)。
　整備主体は熊本県（土木部建築住宅局建築課アートポリ
ス・UD 班）及び（一財）熊本県建築住宅センターとの共同、

Abstract:
  Huge damage occurred in the Kumamoto earthquake. Af-

ter the disaster, 4,303 temporary housing units were built at 

110 temporary housing complexes in 15 municipalities, and 

95  "The House for Everyone" were constructed.  This paper 

reports on the outline of "The House for Everyone in Shin-

matsubara",  Uto City, Kumamoto Prefecture, which was in 

charge of the design.
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完成後のཧ及びӡӦは施設ৡをड͚た市町村・自࣏
会となった。また、設計者のબఆはҏ౦๛༤・熊本アー
トポリスコミッシϣφーによるਪન、施工者は災害ڠఆక
݁団体からのѺટとなっている。

�. ৽দݪみんなの家
　最大震度 6 ޱଌした宇土市（ਓ؍をڧ 37,458 ਓ）で
は、ࢮ者 7 ໊、全壊 127 棟、半壊 1,664 棟、一部損壊
5,523 棟などの被害があり、仮設団地 6 Χ所、応急仮設
住宅 143 戸が整備された。
　新松原仮設団地はプϨϋϒ建築ڠ会施工による18 戸の
小規模仮設団地であり、「新松原みんなの家」は敷地の制
などから100m ΄どれた市所༗の、九州新װઢ・+R
ౡ本ઢ・+Rࣇࣛ あま͘ さみすみઢ・ࠃಓ 57 ߸ཱ体ڮ・ௐ
整・ਫ࿏などのަ௨インϑϥの土木ߏ築物に囲まれた
ม形敷地に計ըされることになった。このม形敷地が生
成されたのは、ݩʑ౦ - ೆ࣠のׂ֗・۠ը形成にೆ
࣠のమಓやಓ࿏が敷設されたためである。
　2017 年 7 月 25 日に、ۙྡ住ຽ 25 ໊とのҙަݟ
会を宇土市仮ிࣷ内会ٞࣨにてߦい、「ָؾで自༝な
い方」「ྉཧができること」「やՖをָしめること」「एい
ਓにもってもらいたい」「地ݩの自ຫになること」などの
ҙݟがग़され、ӡӦやཧ方法についてもٞをߦった。
仮設団地ఫऩ後も「新松原みんなの家」は継ଓして新松
原地۠の公ຽؗとして用されることも確認された。ม形
敷地生成のྺ࢙的ཧ༝のઆ໌もߦい、置計ըの方針も
ྃղがಘられた。
　設計は、「։いたۭؒ」とすることを主؟としながらも、
पลインϑϥߏ築物との৮ྖҬには 2 ຕのนによる境
քを創ることとしている。ೋล֯ࡾ形ฏ໘や全体のプϩ
ポーシϣンは、֯ࡾ形ঢ়の敷地݅よりも૽Իや؍ܠなど
पล環境݅にґるとこΖが大きい。最小ݶのࣨ内ۭؒか
らもۙྡ住宅地からよ͘ とޱるように最大ลを全໘։͑ݟ
し、௨りఉとの連ଓੑをਤっている。֎น・ࠜࡐにはコ
ンΫリートߏ造物とは対ൺ的な「土৭」を用し、テΫスνϟ
のࠞࡏによる؍ܠの土ண化をҙਤした。
　Սߏは 105 ᶱº 330 ᶱのొྊ、最大ล྆の٥木の
はͶͩしにより、٥木合金物のएׯのෳࡶさをআ͚
୯७かつ合ཧ的な計ըとした。木ࡐは全て熊本県࢈ਿྲྀ
௨ࡐを用し、֎ਧࡐをআ͘΄΅全てをࣜס工法で
、める中ۃをࠔྉ・৬ਓ確อがࡐ成している。災害後はߏ
Մなݶりखؒのলྗ化をࢼみる所以であった。
　地は、「被災された地Ҭの方ʑがద度に২・ཧ

にؔわること」、「قઅを௨͡てඒしいとՖに৮れること」
「建築形ଶを活かした২置」を基本的な͑ߟ方とした。
形ฏ໘の各が視対となるためౙにՖを࡙かͤる֯ࡾ
αザンΧ、2 月ࠒにՖを࡙かͤるϚンαΫ、ՆにいՖを
࡙かͤるαϧスϕリをͦΖͧれ置し、ͦのؒに宇土市の
シンϘϧՖであり̒ d̓月にか͚てՖを࡙かͤるアδαイを
২している。
　ԑଆからは、ͦのقઅにはアδαイのύϊϥϚがָしめ、
αザンΧ・ϚンαΫ・αϧスϕリは、ౙとՆのܠとなる。
アδαイのԼには、シϟΨ・ΩϘシ・Ϡϒϥン・πϫϒΩなど、
खのかからないࡏདྷଟ年を৭している。

�. ͓ΘΓに
　2018 年 4月22日の完成ࣜでは、ଟ の͘住ຽにՃ͑建築・
造Ԃ施工者、自࣏体৬һ、KASEI6) による学生Ϙϥンティ
ア、全ੑঁࠃ造Ԃٕ術者の会ϝンόーなどଟ のؔ͘者・
Ϙϥンティアが集まり、২の২͑ࠐみ࡞業をߦい、ͦの
後大いにޠらい合った。環境の創造を௨した地Ҭのٻ心
ੑやڠಇੑが確認できたؒ࣌でもあった。「҉い被災地の
住宅地のย۱に໌かりが౮り、رの౮Րにも͑ݟる」と
いうҙݟもฉかれ、小さなۭؒながらも༗ػ的にೃછんで
い こ͘とがظされる。ࣾ会ٞڠࢱ会による体ૢࣨڭや
͓会、地۠の会合やࢠども会のイϕントにもわれ࢝め、
。っているئ後はさらにこの地Ҭの復興が進Ήことをࠓ

ँࣙ
　本計ըに͝ࢧԉいた、熊本県土木部建築住宅局建築
課、熊本県建築住宅センター、	 ג ) ϩδッΫ、	 ༗ ) アー
スάリーン、KASEI、全ੑঁࠃ造Ԃٕ術者の会、九州大
学田上研究ࣨ・朝廣研究ࣨなど、すてのؔのօ༷に
心よりँײகします。


1）熊本地震は、2016 年 4 月 14 日߱に熊本県と大県で連ଓして発生し

た。ؾி震度֊ڃの最大震度 7 を؍ଌする地震が 4 月 14 日と4
月 16 日未໌に発生した΄か、震度 6 がڧ 2 ճ、震度 6 ऑが 3 ճ発生
した。日本ࠃ内の震度 7 ଌ事ྫとしては؍ 4 ྫ目（九州地方ॳ）と 5
ྫ目に当たり、ؾி震度֊ڃ制ఆ以߱ॳめて震度 7 が 2 ճ連ଓして
ଌされた。また、一連の地震ճ（.3.5؍ 以上）は内型地震として
は 1995 年以߱で最ଟであった。

2）ฏ成 28 年（2016 年）熊本地震にる被害ঢ়گについて 	2016 年
4 月ʙ )、熊本県災害対ࡦ本部

3）ฏ成 28 年熊本地震応急仮設住宅هࢽ「熊本地震仮設住宅は͡めて
物ޠ」、一ൠ財団法ਓ熊本県建築住宅センター、ฏ成 31 年 3 月

4）災害救助法ୈ 2 ೋのϋ
5）応急仮設住宅に͓͚る「みんなの家」の整備について、熊本県土木部

建築課、http���XXX.pref.kumamoto.jp�kiji@16340.htmM
6）KASEI（九州建築学生仮設住宅環境上プϩδΣΫト）とは、熊本地

震後に応急仮設住宅の環境上を目的として設ཱされた、九州地۠の
建築計ը・建築ҙঊܥ研究ࣨによるϘϥンティア団体である。
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ࣸਅ �1ɹ౦ํ͔Β
全面開口側に広縁を設け住宅地への拡がり・親密性を意識するとともに、植栽との相互利用を意図している。

芸術工学研究 Vol. 31, 2019 11



ࣸਅ �2ɹ౦ଆ͔Β
各三角形の頂点部分に四季の変化を意図して、サザンカ・マンサク・サルスベリを配した。

12 Vol. 31, 2019 Geijutsu Kogaku: the Journal of Design



ࣸਅ ��ɹೆଆ͔Β
新松原みんなの家は、応急仮設住宅から約 100mの位置にある。

芸術工学研究 Vol. 31, 2019 13



ࣸਅ ��ɹ͔ࣨΒ 1
内壁はシナ合板（t9）突付テーパーカット＋オスモクリアー仕上。
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ࣸਅ ��ɹ͔ࣨΒ2
玄関から通り庭と近隣住宅地をみる。

芸術工学研究 Vol. 31, 2019 15



ࣸਅ ��ɹܠ
柔らかな光が被災地を照らす。

ࣸਅ ��ɹॅຽにΑΔ২作業ࣸਅ ��ɹҙަݟձ

ਤ �2ɹཱ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ

ਤ �1ɹஔਤɾฏ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ

ࣸਅ ��ɹॅຽにΑΔ২作業ࣸਅ ��ɹҙަݟձ

ਤ �2ɹཱ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ

ਤ �1ɹஔਤɾฏ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ
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ࣸਅ ��ɹॅຽにΑΔ২作業ࣸਅ ��ɹҙަݟձ

ਤ �2ɹཱ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ

ਤ �1ɹஔਤɾฏ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ

ࣸਅ ��ɹॅຽにΑΔ২作業ࣸਅ ��ɹҙަݟձ

ਤ �2ɹཱ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ

ਤ �1ɹஔਤɾฏ໘ਤʢ4$A-& 1�2��ʣ
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ஙσーλݐ

所ࡏ地ʗ熊本県宇土市新松原ࠤ໔ 193-2.193-5.93-6
主要用్ʗ集会所

設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建築設計ʗ田上健一
設計ʗ朝廣和夫ߏ֎
（造設計事所ߏؠࠇ）༟थؠࠇ造設計ʗߏ
設計ྗڠʗԬ田༞հ（O:A）

施工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
設計ཧʗ田上健一 � 田上一ڃ建築࢜事所（田上߂）
施工ཧʗ 	 ג ) ϩδッΫ（Ԭݩ）
造Ԃʗアースάリーン（ޱࢁ༃ٱ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法ߏ・造ߏ
主体ߏ造ʗ木造ฏ

建築規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最ߴߴさʗ 4,493 ᶱ
建築໘ੵʗ 33.54 ᶷ
Ԇচ໘ੵʗ 33.54 ᶷ

工ఔ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
設計ؒظʗ 2017 年 4 月ʙ 2017 年 5 月
工事ؒظʗ 2017 年 2 月ʙ 2018 年 4 月

֎部上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
共௨
　ࠜʗःΨϧόリϜ߯൘ 0.4t ニΫスΧϥー S(- RRO25S
　　　　（日మ住金߯൘）
　֎นʗαイディンά t16 ʴബ上ృࡐシポΧέン DOR1O24
　　　　（Τスέー化研）
　
内部上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
共௨
　চʗਿ൘ t12 ᶱ（ߏ造用合൘ t24 Լ地）
　นʗシφ合൘ t9 の上ΦスϞΧϥーΤΫストϥΫリア
　ఱҪʗߏ造用合൘දし
　建築金物ʗ KA8A+UN

設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ਫ方ࣜڅਫʗ݁څ　
　ۭௐʗۭྫྷώートポンプ方ࣜ
　র໌ʗύφιニッΫి工　ؾઔʗύφιニッΫి工
　ศثʗΥシュϨットトイϨ（-I9I-�INA9）
　シンΫʗ SAN8A $O.1AN: όーϊ 750

ҙަݟ会（ϫーΫシϣップ）・完成ࣜྗڠ　　　　　　　　　　　 　
　ү上ઍਘ、田中ߞ、ఴमే、Տ合ܙඒ、田健、ࢁ中༤ొ、༗അॣ、
中原༗ཧ、ԕ౻ஐथ、ٶቌܛ、木ڹࢁ心、ҏ౻ߴ基、Տ原Ώい、ۙ ౻まいこ、
ࣛౡ༔ฏ、David Schneider
　　　
ࣸਅ
　大ࠓ日ࢠ、ࣸਅ 7.8 は田上健一
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天の逆手 
古事記の国ㆡりに現われた手拍

て う

ちの検討 

$PD QR 6DNDWH� WKH +HDYHQO\ 5HYHUVH &ODSSLQJ 
'LVFXVVLRQ RI WKH +DQG &ODSSLQJ 'HVFULEHG LQ WKH $EGLFDWLRQ RI WKH 'HLW\ LQ WKH .RMLNL 
 

▮向正人 �   
<$.2 0DVDWR   

 

$EVWUDFW 
 
7KH ILUVW KDQG FODSSLQJ WKDW DSSHDUHG LQ DQFLHQW 
-DSDQHVH OLWHUDWXUH LV ³$PD QR 6DNDWH´ �WKH KHDYHQO\ 
UHYHUVH FODSSLQJ� WKDW ZDV GHVFULEHG LQ WKH DEGLFDWLRQ 
RI WKH GHLW\ LQ WKH .RMLNL� ³$PD QR 6DNDWH´ ZDV FODSSHG 
ZKHQ WKH JRG .RWRVKLURQXVKL� KDYLQJ DGYLVHG KLV IDWKHU� 
ƿNXQLQXVKL� WR FHGH WKH ODQG WR WKH +HDYHQO\ 
*UDQGFKLOG� VWDPSHG KLV IHHW DQG RYHUWXUQHG WKH ERDW� 
WUDQVIRUPHG LW LQWR D JUHHQ WZLJ IHQFH� DQG FRQFHDOHG 
KLPVHOI� ZKLFK PHDQV WKDW KH OHIW WKLV ZRUOG� +RZHYHU� 
WKHUH DUH PDQ\ GLIIHUHQW LQWHUSUHWDWLRQV DERXW ³$PD QR 
6DNDWH�´ DV WR KRZ WR SXW KLV KDQGV DQG FODS DW ZKLFK 
SRVLWLRQ RI WKH ERG\� DV ZHOO DV KRZ PXFK UHVLVWDQFH 
DQG FXUVLQJ IHHOLQJV WKHUH DUH LQ WKH UHYHUVH FODSSLQJ� 
:KDW .RWRVKLURQXVKL LQWHQGHG ZLWK WKH UHYHUVH 
FODSSLQJ DOVR UHODWHV WR WKH LQWHUSUHWDWLRQ RI WKH SURFHVV 
DQG OHJLWLPDF\ LQ WKH DEGLFDWLRQ RI WKH GHLW\ LQ WKH 
.RMLNL� VR LW KDV EHHQ PHQWLRQHG LQ ERRNV RI YDULRXV 
JHQUHV VXFK DV QDWLRQDO OLWHUDWXUH� IRONORUH� DQG 
KLVWRULFDO DUFKHRORJ\� 7KH SXUSRVH RI WKLV SDSHU LV WR 
RXWOLQH KRZ ³$PD QR 6DNDWH´ KDV EHHQ PHQWLRQHG LQ 
YDULRXV FRPPHQWDULHV DQG UHVHDUFK ERRNV RQ WKH .RMLNL 
IURP WKH .DPDNXUD SHULRG WR WKH SUHVHQW� DQG DGG 
FRQVLGHUDWLRQ WR LW� 
 

 

 

 

 
 

 にࡵࡌࡣ.�
 手を拍

う

つ行為は、古代の᪥本では拝礼作法の一つであ

った*1。『㨯志倭人伝』は、3世紀の倭人の⩦を記述し

ているが、「其᭳同ᆘ㉳、∗子男女↓別、人ᛶႴ㓇、見大

人所ᩗ、但ᦇ手以␜㊭ᣎ*2、（その同・ᆘ㉳には、∗子

男女別なし。人ᛶ㓇をႴむ。大人のᩗする所を見れば、

ただ手をᦻち以て㊭拝に当つ。）*3」（▼ཎ 1951: 48）と

あり、拍手する⩦័があったことがわかる。㞟や居ఫ

のᆘには、∗子男女の༊別はなく、人々は生᮶㓇がዲ

きであった。倭人が支㓄身分の人に尊ᩗを示す作法は、

ただ「手を拍つ」ことであり、₎人の㊭いての拝礼と同

等のᩗ意を示しているという内容である。⡆༢な記述な

ので、この身振りを現在の拍手と同じ拍ち方とみなすこ

とはできないが、拝礼の作法として手を拍つ⩦័があっ

たことがㄞみྲྀれる。 

 『古事記』に手を拍つという記述が最初に現われるの

は「国ㆡり」で、天照大神からⴺཎ中国の国ㆡりを受け

るように言い伝えられた大国主神が、ᜥ子の事代主神
ことしろぬしのかみ

に

返⟅をồめたところ、ᢎ知して天の逆手を拍ったとある。 
 
問其大國主神言、天照大御神、高ᮌ神之命以、問之。

Ợ之Ᏹ志波♮流。ⴺཎ中國者、我御子之所知國、言౫

㈷。ᨾ、Ợ心ዉ何。爾⟅ⓑ之、僕者不ᚓⓑ。我子八重

言代主神、是可ⓑ。然爲㫽遊ྲྀ㨶而、 御大之前、ᮍ

㑏來。ᨾ爾㐵天㫽船神、ᚩ̺來八重事代主神而、問㈷

之時、語其∗大神言、ᜍ之。Ṉ國者、❧̺奉天神之御

子。即蹈̺傾其船而、天逆手矣、於青柴垣打成而隱也。

（其の大國主神に問ひて言りたまひしく、「天照大御神、

㸦ͤᥖ㍕Ỵᐃᚋに⦅㞟ጤဨ࡛グ㍕㸧 

ཷ᪥㸸��ᖺ᭶᪥ཷࠊ⌮᪥㸸��ᖺ᭶᪥ 

連⤡ඛ㸸▮向正人㸪\DNR#GHVLJQ�N\XVKX�X�DF�MS 

� ᕞᏛᏛ㝔ⱁ⾡ᕤᏛ◊✲㝔䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝕䝄䜲䞁⛉Ꮫ㒊㛛㻌

㻌 'HSDUWPHQW RI &RPPXQLFDWLRQ 'HVLJQ 6FLHQFH� )DFXOW\ RI 'HVLJQ�    

.\XVKX 8QLYHUVLW\ 

 

 

連絡先：矢向正人，yako@design.kyushu-u.ac.jp
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高ᮌ神の命以ちて、問ひにはせり。ỢがᏱ志波♮流

ⴺཎ中國は、我が御子の知らす國ࡒと言౫さし㈷ひき。

ᨾ、Ợが心はዉ何に。」とのりたまひき。爾に⟅へⓑし

しく、「僕はᚓⓑさじ。我が子、八重言代主神、是れⓑ

すべし。然るに㫽の遊爲、㨶ྲྀりに、御大の前に き

て、ᮍだ㑏り來ず。」とまをしき。ᨾ爾に天㫽船神を㐵

はして、八重事代主神をᚩし來て、問ひ㈷ひし時に、

其の∗の大神に語りて言ひしく、「ᜍし。Ṉの國は、天

つ神の御子に❧奉らむ。」といひて、即ち其の船を蹈み

傾けて、天の逆手を青柴垣に打ち成して、隱りき。）（倉

野 1958:120-121）（ЍテキストＡとする*4） 

 

「天の逆手」は、᪥本の文⊩に現われる最初の手拍
て う

ちで

ある。しかし、それは多くの問㢟を提౪している。国ὠ

神である事代主神が、天ὠ神の御子にこの国の支㓄ᶒを

ጤㆡし、自分は支㓄者としては引退という物語であると

いうことにはㄡしも␗論がない。しかし、事代主神が天

の逆手を拍つのは、ጼを隠してしまうときである。 

 『古事記』はあくまで神話であるが、国ㆡりの談判で、

事代主神がጼを隠すときに、どのような意味を㎸めて天

の逆手が拍たれたのかは、国の支㓄ᶒのㆡΏにおける解

釈にも関わる。天の逆手は、手を྇くという༢⣧な行為

ではあるが、そこに抵抗の意味が㎸められているとも考

えられ、国ㆡりの⤒⦋や古代ྐの認識にも関わってくる

ことを㋃まえる必要がある。天の逆手については、国文

学、民学、Ṕྐ学などの多くの書物で言及されている

が、本稿は、天の逆手が、現在に⮳るまでの古事記注釈

書においてどう認識されてきたのかをたどり、考ᐹをຍ

えることを┠的とする。 

 拍手◊✲のほ点からすると、抵抗の意味をもつ拍手と

いうのは、႐びや⛠㈶の⾲現としての拍手が多数である

なかでの例እ的なあり方である。筆者は、すὒと中国古

代の文⊩に見られる拍手の◊✲で、ᛣり、ლり、ᝒしみ

など否定的なឤᛂとともに拍たれる拍手が存在する

ことを示した（▮向 2016:39、⛙・▮向 2017）。天の逆

手が、႐びや⛠㈶ではなく、ᛣりやლりを⾲現する拍手

であるとすれば、᪥本において、否定的なឤᛂとし

ての拍手が、文⊩に最初に現われた例であることになる。

以上を背ᬒに、本稿では、天の逆手に言及した主要な文

⊩を可⬟な限り検討した*5。まず、第 2 ❶で、天の逆手

の関連テキストを呈示した後、第 3 ❶で、古事記の他に

天の逆手が現われる伊勢物語の逆手についての解釈、第

4 ❶で、国学者による古事記の天の逆手の解釈、第 5 ❶

で、明以後の古事記注釈に見られる天の逆手の解釈を

検討する。第6❶と第7❶はそれを㋃まえた考ᐹである。 

 

�.㏫ᡭࡢ㛵㐃ࢺࢫ࢟ࢸ 

�.�.ኳࡢ㏫ᡭࡢ㛵㐃ࢺࢫ࢟ࢸ 

 国ㆡりの⤒⦋は、『古事記』のみならず『᪥本書紀』にも

記されているが䚸同じሙ㠃に「天の逆手」の字句はわれて

いない。『᪥本書紀』巻第二神代下には、ḟのようにある。 

 

時事代主神、謂者᭣、今天神᭷Ṉ借問之ສ。我∗ᐅ

␜奉㑊。࿃亦不可違。ᅉ於海中造八重蒼柴⡹、蹈船ᯯ、

而㑊之。（時に事代主神、者に謂りて᭣はく、「今天

神、Ṉの借問ひたまふສ᭷り。我が∗、㑊り奉るべし。

࿃亦、違ひまつらじ」といふ。ᅉりて海中に、八重蒼

柴⡹を造りて、船ᯯを蹈みて㑊りぬ。）（坂本他 

1967:139）（Ѝテキスト㹀とする） 

 

事代主神は∗に、「今、天神の言われるように∗は去るの

が良いでしࡻう。⚾も逆らいません」と⟅え、海中に八

重蒼柴⡹を造り、船の⯤ඛを㋃んで、ⴺཎ中国を㑊けた

と記されている。 

 ḟに、ᖹ安時代初期に記紀を折⾺して作られた『ඛ代

ᪧ事本紀』の同じሙ㠃に、天の逆手の字句が見られる。 

 

我∗宣␜奉㑊。࿃亦不可違。ᅉ於海中造八重蒼柴⡹ 

蹈船ᯯ而天之逆手打而。㟶柴垣打成隠（㙊田 1980: 

52-53）（͐海中にᅉり、八重蒼柴⡹を造りて、船ᯯを

蹈み、天の逆手を拍て、青柴垣を打ち成して、隱りき。

*6）（Ѝテキスト㹁とする） 

 

文の前༙は『᪥本書紀』と同一の内容であるが、後༙に、

天の逆手を拍ったと記されている。 

 他方、8世紀以後に出㞼国造がዌ上した『出㞼国造神㈡

詞』には、ḟのような国ㆡりのሙ㠃があるが、「天の逆

手」の字句は見られない。 

 

ᕫ命ඤ天ዀ㫽命爾、布㒔ᛣ志命இ天、天㝆㐵天、Ⲩ

布␃神等இ᧕ᖹỀ、國作之大神இẟ㙟天、大八ᔱ國

現事・㢷事௧事㑊支。（ᕫ命のඤ天のዀ㫽の命にふつ

ぬしの命をへて、天㝆し㐵はして、Ⲩぶる神等を᧕

ひᖹけ、國作らしし大神をもび㙟めて、大八ᓥ國の
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現つ事・㢷し事事㑊
こ と よ

さしめき。）（倉野 1958: 454-455）

（Ѝテキスト㹂とする） 

 

この他、『᪥本書紀』の神や天ⓚに作歌した『᪥本紀❵

ᐗ和歌』には、⸨ཎ佐高が事代主神のᨾ事に青柴垣を詠

み㎸んだᘏ႐六年（906年）の歌がめられているが、「天

の逆手」の字句は見られない。 

 

須女美ⴙோ ኪ志ᮎஇ佐ᘭ ዉ美⬟Ᏹಸ 㜿㐲布

事ຍᗄ㑑 多比為須␃可那（すめみまにやしまをさり

てなみのうへのあおふしかきにたびゐするかな）（ᒣ田 

1939-1940: 11）（Ѝテキスト㹃とする） 

  

他方、「天の逆手」は国ㆡりと␗なる文⬦に現われる。ᖹ

安時代初期に成❧した『伊勢物語』十六ẁには、居所

がわからなくなった女に男が呪いをかけるときに「天の

逆手」が拍たれたとある。 

 

さればこの女、かえでの初⣚ⴥをひろはせて、歌をよ

みて、書きつけてをこせたり。秋かけていひしながら

もあらなくにᮌのⴥふりしくえにこそありけれと書き

をきて、「かしこより人をこせば、これをやれ」とてい

ぬ。さて、やがて後、つゐにけふまで知らず。よくて

やあらむ、あしくてやあらん。いにし所も知らず。か

のおとこは、天の逆手をうちてなむのろひ居るなる。

むくつけきこと。人ののろひࡈとは、㈇ふ物にやあら

む、㈇はぬ物にやあらん。「今こそは見め」とࡒいふな

る。（㜰倉他 1957: 169）（Ѝテキスト㹄とする） 

 

後༙を現代語にヂすと、「ついに今᪥まで女のᾘᜥはわか

らない。ᖾせになったのか、不ᖾになったのか。どこへ

去ったかもわからない。かの男は、「天の逆手」を拍って、

女に呪いをかけているという。不気味である。人の呪い

とは、㝆りかかるものか。㝆りかからぬものか。男はࡈ

「今こそ思い知るだろう」と言っているということだ」

となる。『伊勢物語』に現われた「天の逆手」は、『古

事記』のそれとともに、多くの注釈がなされている。以

上のテキストＡからテキスト㹄までの六つのテキストを、

天の逆手のᇶ本テキストとする。 

 

�.�.ᚋᡭに㛵ࢺࢫ࢟ࢸࡿࡍ 

天の逆手の検討のためにḞかせない手拍ちが、「後手」

の手拍ちである。『古事記』及び『᪥本書紀』には、後手

で手を拍つሙ㠃の記述があり、逆手と比較されることが

ある。『古事記』の「ᒣᖾᙪと海ᖾᙪ」では、海神がⅆ⿁

理命に、「㖋を後手に返したまえ」とຓ言している。 
 
以Ṉ㖋⤥其時、言状者、Ṉ㖋者、ῒ↹㖋、須須㖋、

㈋㖋、Ᏹ流㖋、云而、於後手㈷。（Ṉの㖋を、其のに

⤥はむ時に、言りたまはむ状は、「Ṉの㖋は、ῒ↹㖋、

須須㖋、㈋㖋、Ᏹ流㖋。」と云ひて、後手
しりへて

に㈷へ。）（倉

野 1958:140-141）（Ѝテキスト㹅とする） 

 

また、『᪥本書紀』における同じሙ㠃では、海神はᙪⅆ々

出見尊（ⅆ㐲理命）に、「後手でᢞげᤞてて与えよ」と述

べている。 

 
以Ṉ㖋⯅Ợ時、๎✃㈋㖋、⁛㖋、ⴠⷧ㖋。言ギ、以

後手ᢞᲠ⯅之。以向ᤵ。（Ṉの㖋を以てỢのに⯅へ

たまはむ時に、๎ち㈋㖋、⁛㖋、ⴠⷧ㖋と✃へ。言ひ

ギりて、後手にᢞᲠてて⯅へたまへ。向ひてなᤵけま

しそ。）（坂本他 1967:174-175）（Ѝテキスト㹆とする）

*7 

 

この他、㙊倉時代ᮎ期に༦部ව方がⴭした『釈᪥本紀』

巻八にはḟのようにある。 

 

後手。⚾記᭣。問。後手᭷意ဢ。ⲟ。ᖌ説。今世མ物

之時、必以後手也（㯮ᯈ 1932: 122）（Ѝテキスト㹇と

する）*8。 

 

後手を拍つとは記していないが、文中の「མ」は、「まじ

ない」すなわち呪術を⾲わしている。 

 他方、後手拍手については、ᖹ安時代の儀式において

᮲文化されている。後出の本居宣長等もそれに言及して

いるので、ここで補足しておこう。 
 まず、ᚊ௧の行⣽๎を記した『ᘏ႐式』に、拍手に

関するつ๎があり、後手拍手について記されている。巻

二神♲二におけるᅄ時祭下よりᅄ十三᮲の 㙠 㨦 祭
おほむたまふりのまつり

には、「ඛ྿➜一᭤。即ㄪ御⍆。歌者ጞዌ。神部於ᇽ上ദ

拍手。御巫及ិ女等౫例⯙。㸺中␎㸼ႏᐑ内┬。௧㈷㓇

㣗。行㓇三ᆗ以後。拍後手退出」（尾 1991: 68）と記

されている。㙠㨦祭は、11 ᭶の新ა祭の前᪥にᇳり行な

われる祭♭である。まず、ዌᴦをឡでる拍手があり、後
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༙には、後手で手を拍って退出するとある。ᴦしみをṧ

して退出するという意味である。後手で手を拍つことに

よりឤㅰの意を⾲している。 

ḟに、伊勢神ᐑの儀式を記した『ⓚኴ神ᐑ儀式ᖒ』の

二᭶例には、「ᖼᐑྖ┤᭳⤥、手二ẁ拍、物⤥␌ᘭ、後

手一ẁ打ᘭ、⨭出御པோ」（⬌㯞㭯・すᓥ 1979㸸142）と

あるが、これは、やᐑྖが┤を㈷うときに手を二ẁ

拍ち、㈷ひって後手を一ẁ拍つという意味である*9。

また、同書の六᭶例には、「ḟ諸内人、物忌∗等、人別ḟ々

ൺ␌、即後手拍一ẁ⨭出」（⬌㯞㭯・すᓥ 1979㸸158）と

も記されている。 
 

�.�.ḷにャࡓࢀࡲኳࡢ㏫ᡭ 

『伊勢物語』に記される天の逆手は、�� 世紀と �� 世

紀の和歌に詠まれている。⸨ཎಇ成（1114-1204）は、12

世紀の『長秋詠⸴ࠝ1178ࠞ上』において、「いかにせんあ

まのさかてをうちかへしうらみても猶あかずもあるか

な」（久松他 1964: 268）と詠んでいる。また、中ᒣව᐀

（1163-1242）は、1193 年の『六百番歌合』における「寄

海人ᠷ」において、伊勢物語の天の逆手をもとに「わが

恋はあまのさかてを打かへし思ひときてや世をもᜟみ

ん」と詠み、「ྑ⏦云、海士のさかて᭷␗説等事なり。ᑦ

ひとへに海士にさだめ詠める、如何」とྑの方人から㞴

㝞される。そのときの⸨ཎಇ成による判詞には、「判云、

ᕥ、海士のさかてことにᗢᗄすべき事にはあらねど、海

士に詠めらんに置きては何㞴かあらんや。㏆᮶人々出␗

説云々。↓其理か。ហ⪁こそ ᫇に詠みて侍りしか。そ

れを㞴ずる由に侍るべし。伊勢物語のእ證᧸なかるべし。

但歌合の時、あまのさかてよろしくも聞えざるべし」（峯

岸 1936: 384）とある。ಇ成は、天の逆手の解釈は複数

あるが、それを呪詛とする᰿ᣐは、『伊勢物語』のみであ

るとし、ಇ成自身もかつてはそれを詠んだが、歌合せで

はうべきではないと述べている。この判詞から、さか

てを拍つ⩦័は、当時なかったことがわかる。なお、ಇ

成が、あまを「海士」としているのは、海人がさかさま

になって海底に入るときにⱞしいことにたとえて、ᴗᖹ

も「天の逆手」を拍つようにⱞしいのであるとする解釈

であり、後述するが、「海人説」としておく。以上の歌は、

二例ともᛷ恋のうたとして詠まれているが、『伊勢物語』

の逆手のように呪詛までは⾲現していない。 
その後、⸨ཎ定ᐙ（1162-1241）の『ᣠ㑇ហⲡ』（1216）

に、「ᛷ恋」の歌として、「をのれのみあまのさかてをう

つたへにふりしくこのはあとたにもなし」（㉥⩚ 

1973-1974: 42）という歌が見られる。上の句にᛷ恋が詠

まれているとしても、句体ではᛷみの⾲現はずっとᙅ

められている。 
 

�.ఀໃ≀ㄒὀ㔘にࡿࢀࡽࡳኳࡢ㏫ᡭࡢゎ㔘 

 『伊勢物語』に現われた「天の逆手」は、㙊倉時代か

ら江戸時代に⮳るまでの数多くの伊勢物語注釈書におい

て論じられている。本❶では、それらを検討する。 

 㙊倉時代の注釈書である『和歌知㢧㞟』には、「あまの

さかてとは、あさ、てをぬらし、あさ᪥にむかひて手を

たゝきて人をのろふなり。あまとは、そらにむかひて手

をたゝけはいふなり。むかへとりたるせうとを、かくつ

らくおもふなる。まことにかくのろふ事はなけれとも、

せちになけきゐたるこゝろを、かくかきたる也。むくつ

けきとは、とくとくしくおそろしき心也」（∦᱒ 2005-2: 

80）とある*10*11。天の逆手とは、ᮅ、ኴ㝧に向って、

れた手を྇き、人を呪詛することであるとされている。

具体的な記述ではあるが、その典ᣐは示されていない。

また、手を拍って、ᐇ際に呪っているのではなく、㎞さ

でひたすらჃくことを、呪うと⾲現したと述べられてい

る。逆手は㎞さを⾲現する所作と解釈される。なお、「む

くつけき」は呪詛として天の逆手が拍たれるときの伊勢

物語作者の༳象を述べたものであるが、この語句の解釈

は、注釈ࡈとにⱝᖸの違いがある*12。 

 『和歌知㢧㞟』と同⣔⤫の注釈とされる『伊勢物語知

㢧㞟（㕲心㰻文庫ⶶ）』には、「あまのさかてとは、人を

のろふには、あさ᪥のいつるとき、᪥にむかひて、てを

ぬらし、あな㹙そら㹛にむかひて、ぬれたるてをたゝき

て、いきをさかつきて、のろふなり。てをさかさまに、

そらへさしあけて、たゝきのろへは、あまのさかてとは、

いふなり。㸺中␎㸼ては、みにうるはしくひきそふると

きは、したへこそなるものにてあるを、あなへさしあぐ

れば、さかさまになるなり」（∦᱒他 2005-2: 170）とあ

る*13。れた手で呪いをかけるが、さらに、ᜥを「さか」

つく、すなわち、ᜥをⲨ❧てると述べられている。手の

置について言及があり、整然と身に引き寄せて拍つと

きには、下に向けて拍つが、天の逆手は上に向けて拍つ

とされている。 

 同じく㙊倉時代の注釈書である『ᙲ考㤋文庫本伊勢物

語』も、逆手を、下に向けて拍つ手と解釈している（∦

᱒ 1969: 417）。同書には、天の逆手とは、手を空に上げ
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て拍ち呪う他に、「海人の、手うしろへなして海のおもて

をうちて、うれへある事を海神に⏦をもいふ也」（∦᱒ 

1969: 417）とある。「あま」を「海人」の意味とする海

人説が呈示されている。ຍえて、『六百番歌合』における

歌合わせも引用され、海人説が補ᙉされている。さらに、

逆手とは掌を拍ち合わせるのではなく、手で海㠃を打つ

とある。「手うしろへなし」は、『᪥本書紀』のテキスト

㹆にもとづくと考えられる。 

 ḟに、㙊倉時代後期の『෭泉ᐙ流伊勢物語抄』には、

「あまのさかてをうちてのろふとは、是に二義᭷。一に

は、海人は海中より出ては手をかへしてその手のこうを

もてሷをたゝく也。是、りう神にうつたうる也。是はか

ならずのろひ奉るには非ず。၏、ねたき事をいはんが為

也。二には、㝜㝧ᐙに天逆手といふ事᭷。Ṉは㝜㝧㐨の

呪詛の法也。是はᕥྑの手の㠃にᯞにて᭶᪥をさかさ

まに書て、さかさまにかへして天に向てᣍてのろふ事᭷。

ཪ、海士のさかてとは、海の底に久しく᭷てあがりぬれ

ば、気江（ཎ文）は、ሷをものみ、いきもつまる⛬にう

きあがりて浪をたゝきて、ちからとしてሷをふき出す也。

それを見れば、くるしき⛬に、さやうにくるしとてねた

がる事にいふとも。むくつけき心とは、ふてきなる心な

り」（∦᱒ 1969: 383-384）とある。呪詛とᜟ事とがᓧ別

され、逆手は呪詛でなくⱞ③ひいてはᜟ事の心と解釈

されている。さらに、天の逆手を㝜㝧㐨における呪詛と

する解釈も呈示されている。「ふてき」とは、あとのこと

を思いᝎまないことを意味する*14。 

 同じく「෭泉ᐙ流注釈」とされる『増⧩伊勢物語抄』

には、「天逆手と云事、㝜㝧㐨の呪詛の法にあり。是は、

ᕥྑの手の㠃に᭶᪥をかきて、手を逆にかへして、天に

向ひてのろふ事あり。ཪ、海にて海士のさかてうつと

云事あり。其には非す。其は、手のこうを以てሷをく

なり。是は、必のろひ奉らんとするには非ず。たゝねた

き事をはいはんかためなり。むくつけなき事とは、しふ

ときを云也」（∦᱒他 2005-1: 141）とある。『෭泉ᐙ流

伊勢物語抄』と同様に、天の逆手を㝜㝧㐨における呪詛

*15、もしくはᜟ事の心としている。手の⏥で海㠃を྇

く仕ⲡは、後者であるとされている。 

 ḟに、ᐊ⏫時代の『伊勢物語ዟ⛎書』には、「あまのさ

か手をうちてとは、かつき海士など、浪の底に久しくỿ

で、ᾋみあがる時は、手を以て波を打て、大いきをつぐ

也。其ᜥのあらき事、➜を྿やうにひゞく也。其如くに、

大ᜥつぎて、人をのろふを云へり。一説、人を呪詛する

に、ᐙのᲷに上て、手に᭶᪥の字をさかさまに書て、ჾ

のうらをᩙて、のろをゝ云なり。一義、古注に云、あま

のさか手とは、『㝜㝧の記』云、ࢅのᮌを๐て、᭶᪥と云

文字を、さかさまに書て、云はんと思う⛬の事をいひて

のろう、手のうしろを合てၓ逆天神とၐて、三ᗘおどる

べし。是は、᪥の出る時と、᭶の出る時、天に向てなす

なり。是ⓙ、呪詛の⛎術なり。天に向てすれは、あまと

云字を、手のうしろに合てうつࡺへに、あまのさか手と

は云へりと云々。㸺中␎㸼むくつけきとは、うるさきを

云なり」（∦᱒他 2005-1: 251）とある*16。天の逆手は

波を打つときにᜥをⲨげる音であり、➜を྿くような響

きであると具体的な音が記述されている。 

 時代は下るが、『伊勢物語⟠⛎伝』（1784）には、「あ

まのさか手をうつ事、是は人を呪詛する事をいへり。手

をうしろ手にして㝧㝜と、かしは手をうちて、まちまち

といひၐることをいふ也。人をのろふ時にいふ文也」（∦

᱒ 1969: 500）とある*17。天の逆手は、呪詛におけるၐ

え言ⴥに㝶する仕ⲡであると解釈されている。 

 一᮲ව良の『伊勢物語ហ見抄』（1474）は、それ以前の

伊勢物語注釈における注釈ጼ勢に批判をຍえた注釈書と

して知られるが、まず、「あまのさかてうつとは人を呪詛

する事をいふ」とあり、『᪥本書紀』のテキスト㹆が引

用されている。そして、「かゝる事のをこりよりはしま

りて、人をのろふとては手をうしろへやりてたゝく事あ

りとかや それをあまのさかてうつとはいふなり」と述

べられる。逆手と後手は、ともに呪詛の手拍ちであり、

同じ拍ち方であると認識されている。続いて、定ᐙの『ᣠ

㑇ហⲡ』の歌が引用され、「むくつけきは、⾂の字をか

く。むくむくしきなといふは、おそろしき事をいふ也」

（∦᱒他 2008: 66-67）とある。 

 少し後の『伊勢物語肖聞抄』（1477）は、『伊勢物語

ហ見抄』が『᪥本書紀』のテキスト㹆を引用しているこ

とをホ౯しているが*18、「当流の心は、あまのかつきす

る時はさかさまに入とて、手にて浪をうちて入るなり。

そのことわさくるしき物なるを、我おもひによそへてう

らむる儀也。詞にいたしてษにうらむるを、のろうと書

なせり」（∦᱒他 2008: 159）と述べている。逆手を呪

詛ではなくᜟ事の心とする解釈は、㙊倉時代の注釈書

にもみられるが、『伊勢物語肖聞抄』は、言ⴥを発して

ᜟむことが呪詛であると、୧者の関係を認識している*19。

さらに、「是、作物語の作法也。Ṉ物語は、いかにも幽

⋞によみなすへき事とそ。しかれは、さしむきていへる
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事をも、やはらかにいふへき事なるへし。其上、ᴗᖹࣤ

ノロࢼトスへキ人々非ス。ࢡ࢝ࣇᜟ࣒ル心也」とある。

『伊勢物語』では⾲現に῝みを持たせるために、「ᜟむ」

とせずに「呪う」と⾲現したのであると説明されている。 

 ⣽川幽ᩪの『伊勢物語㜘疑抄』には、それまでの注釈

がいくつか引用され、「のろふといふ事はおもしろけれど

も、海人のさかてうつかたは、いきほひきつめて物する

方に可然ṃ（しかるべきか）」（∦᱒ 1969: 838）とある。

逆手はᜥⱞしい所作であり、呪いと同様に物⌋しい現象

であると述べられている。さらに「Ṉ物語は、≬言、ཪ

いやしき事などをも書入たれども、詞ⰼ言ⴥを⩲といへ

れば、打のべてよみて、底に心をべからず。但、人の

所ዲに従ふべきか」（∦᱒ 1969: 838）とある。『伊勢物

語』にみられる天の逆手や呪いなどの言ⴥは、人間の῝

い心を⾲現したものではないと述べられている*20。 

 江戸時代前期の『伊勢物語Ꮎඣ抄』は、『伊勢物語㜘

疑抄』のᙳ響があるとされるが、諸説を引用するなかに、

「ᴗᖹの人をのろひなどしたまふ事はあるべからず、

たゞ女をおどしたらば、ཪかへる事もやと、はかりࡈと

なるべし」（∦᱒他 2002: 219）と述べられている。天

の逆手を、呪術ではなく、ᴗᖹの෭㟼なロィであるとす

る解釈が呈示されている（∦᱒ 2002: 219-220）*21。 

『伊勢物語懐中抄』（1604）は、古典の素㣴がない人物

による文⊩であると解㢟されているが、⊂自の解釈を呈

示しており、「あまのさかてというに大事あり。伊勢のう

みへは、男はいらず、女よりほかはかづきへいらぬ也。

ちいろ（༓ᑜ）のそこへいらんとする時、女の心、ちい

ろの海を見て、入べき心もなくなる。然る間、୧の手を

はたにうちあはせて、其いきほいに海へはね入也。是も

二つ一つのなんぎの時、手をうつ也」（∦᱒ 1999: 360）

とある。「はた」は㏆世にみられる手拍ちの記述である

が、ここでは決意の手拍ちと考えられる。江戸時代前期

と解㢟にある『伊勢物語抄諸注㞟成』にも、「海士の手を

拍て波に入如くᴗᖹも手をはたと打てᜟႯ。」（∦᱒ 

2002: 345）とある。この例の「はた」は気づきの⾲現で

あり、思いついたようにᜟみるのである。  

 

�.ᅜᏛ⪅にࡿࡼኳࡢ㏫ᡭࡢゎ㔘 

�.�.ዎἈ  

 江戸時代になってからも伊勢物語注釈は多い。国学の

ඛ㥑をなしたዎἈ(1640-1701)は、『勢語⮑᪇』（1692 㡭）

で、それまでの逆手解釈を批判する（ዎἈ 1974: 

181-182）。ዎἈによれば、『伊勢物語』の天の逆手は、海

人の術と考えられ、ಇ成などの歌でもᜟむ心として詠ま

れている。しかし、ዎἈによれば、あまが海人とㄞまれ

るのは、『伊勢物語』ばかりが知られたためである。さら

に、ዎἈは、『᪥本書紀』のテキスト㹆と『釈᪥本紀』の

テキスト㹇の後手も、逆手とは␗なると述べている。そ

して、『伊勢物語ហ見抄』をはじめとするそれまでの逆手

解釈には、『伊勢物語』のテキスト㹄と『᪥本書紀』のテ

キスト㹆がしばしば引用されるが、『古事記』のテキスト

Ａと『ඛ代ᪧ事本紀』のテキスト㹁がないがしろにされ

ているとして批判し、『古事記』と『ඛ代ᪧ事本紀』の記

述を尊重するጼ勢を示している*22。 

 さらに、逆手における呪詛の᭷↓について、「神事には

手を拍事あり。世間にも、拍掌笑などいひて、ṅ-႐の相

なるを、さかさまにうつは、常にたがへば凶なることわ

り也。事代主のみづからさかてを打たまふは、のろふ心

にはあらねど、Ṉ世をさらんとて打たまへば、吉-事にあ

らず。しかれば人のためにさか手をうたば、のろふにな

りぬべきこと知ぬべし」（ዎἈ 1974: 182）と述べている。

ዎἈは、逆手がもともと呪詛の意味を持たなくても、事

代主神が拍った逆手には明らかに呪詛の意味があるので、

ዶに人に向けて逆手を拍ってはならないとしている。ዎ

Ἀは、こうして天の逆手の字義解釈と古事記の文⬦にお

ける用法を༊別することが必要であるとしている。また、

「むくつけきは、にむࡈきといふ詞也。むくつけきこ

とは逆手也。人のゝろひことはのろふことはをいふ也。

ᜟのษなるをかく≬-言をまじへてはかけるなるへし」

（ዎἈ 1974: 182）と述べている。逆手は「むࡈき」こ

と、すなわち、思いやりがない෭㓞な行為であるとされ

ている。 

 

�.�.Ⲵ⏣‶ 

Ⲵ田‶（1669Ѹ1736）は、『伊勢物語❺子問』で、❺

子の問を設けこれに⟅えたものとして、「古事記に事代主

神の天逆手を打⤥ふ事は呪詛の事にはあらず。Ṉ物語に

ては呪詛の事といふ説を用ࡺへし。ᴗᖹの呪詛せる事あ

らんや。Ṉ物語には、世にあらࡺることをྲྀあつめて、

᫇男᫇女と名も㢧はさすして書たるものを、しらすして

ᴗᖹと決するዶ説より、ẁによりてはᴗᖹにあらさる事

のド明となること᭷をもいひまきらはして、ᴗᖹにする

説かたはらいたき事也」（Ⲵ田 2003-2: 228）と述べてい

る。古事記を重視するጼ勢から、『伊勢物語』において

24 Vol. 31, 2019 Geijutsu Kogaku: the Journal of Design



 

  

は呪詛説をとるが、『古事記』では呪詛やᜟ事の意味は

持たないとしており、『古事記』と『伊勢物語』におけ

る解釈を༊別する。『古事記⟯記』（1730）では、事代

主神の逆手について、「この義不一決なり」（Ⲵ田 1931: 

203-204）としながらも、「海人の逆手を打つて海へ入る

如くに、事代主神も逆手を打つて青柴垣の中へ入り⤥ふ

と云ふ義なり。打ちなしてと云ふは「ࢼス」は如くと云

ふ心なり。海人の逆手を打ちて海へ入るが如くに、海へ

入り⤥ふと云ふ義なり」と述べ、海人説を支持する。さ

らに、「一説にはべて手を打つと云ふはᝋのときに手

を打つなり。今᪥にてもさの如し。ᨾに海へ入り⤥ふを

ᝒしとも、是非なき事とも不思ྊ。༷て海へ入り⤥ふを

ᝋぶᨾ、海人の海へ逆手に入る如くに、手を打て海へ入

り⤥ふと云ふ義なりと云ふ説あり*23」（Ⲵ田 1931: 

203-204）と述べ、天の逆手は㏻常の手拍ちと同じように

ᝋびの仕ⲡであるとし、他説への言及のかたちではある

が、ᝋんで海に入るのと同じ心で拍たれたとする解釈

を呈示している。しかし、‶はそれを明言するのでは

なく、「␌❵海へ入り⤥ふと云ふ事を云はん爲に、かく

⿕傳たり」と述べ、あくまで海人説の解釈の一つにこの

説明が可⬟であるとする❧ሙをとっている。 

 

�.�.⹒ᕞ 

 ⹒ᕞ（1697-1762）は、『勢語㏻』で、「ዎἈよくも

考へ出したり。余ዎἈの説によりて、㏻じていは、大

ᕫ㈗のさか手を打⤥ふは、国をたてまつり⤥ふて、ᛕの

ṧらぬをしめすならん。今も人に物をわたして、ふたゝ

び␗義に及ばず、おもひきりたる時に、手を打なり。こ

れ其㑇㢼なるべし。こゝも男をいつはりḭきたる女なれ

ば、男のいかりうらみて、おもひきりて、手を打なり。

さて心にのろひ居るなり。さか手を打は、のろふために

はあらざるべし。ዎἈの説も、この所はいさゝかたがへ

り」（∦᱒ 2011:251）と述べる。物などへのᇳ着を᩿ち

ษるときに手を拍つ⩦័は᪥本には見られないが、ၟ談

成❧の際のいわࡺる「手拍ち」のことを言おうとしたと

考えることができる。さらに、「逆の字は、必しもさかさ

まといふ義にはあるまじ。字をかり用たるまでなり。も

しくは、大ᕫ㈗の御ことࡺへ、㈗みて㈼
さか

手といへるṃ。

㈼の字の心なり」（∦᱒ 2011:251）と述べている。逆手

を「㈼手」と解釈すれば、呪詛説は明確に否定されるこ

とになる。⹒ᕞの解釈は、逆手をもとに、手拍ちの一⯡

的なあり方を考えている点でも≉㉁すべきものである。

しかし、「㈼手説」は、⹒ᕞ以後には見出されていない。 

 

�.�.㈡ⱱ┿ῡ 

㈡ⱱ┿ῡ(1697-1769)は、『勢語諸註ཧ解』で、ዎἈを

引用し「神事にもやひら手とて拍掌することのあるに、

是は常にたかひて逆手をうては不吉の事とする也」（㈡ⱱ 

1981: 353）と述べ、逆手を不吉の事としている。また、

『伊勢物語古意』において、逆手と後手の関係について、

「逆手は訓を書。後手は義をかける也。然れは、後手を

もさかてとも訓へし。」と書き入れをしている（∦᱒ 

2006:257）。逆手と後手は同じ意味であるのみならず、と

もに「さかて」と訓まれることになる。 

 他方、┿ῡは、国ㆡりに現われる天の逆手について、

『古事記㢌書』（1757）においてḟのように論じている。

「天逆手とࣁ、ඛ႐ふにࣁᖹ手を打とて前にて打也、是

にむかふるに、逆手とࣁ後手に打を云と見ࡺ、下にⅆの

すせりの命を詛て㖋をかへし⤥ふに後手になくるをも思

ヘ、然れࣁඛの二ᗘのにࣁうけかࣁぬを*24、也の三ᗘ

めのᙉຬなるにࣁᕬとなくて國を奉り、ୟ身を自ら⁛

去に何かᜟまさらまし、ᨾ呪詛て逆手を打て去れる也、

猶不然と云とも、大神も云のかれ̾̾て⤊にさり、建み

なかたの命ࣁᮍᢎఅしをも合せ見よ*25」（㈡ⱱ 1982: 

21）。┿ῡは、物語のᒎ開から事代主神のおかれた状況と

心理を᥎ᐹし、『᪥本書紀』のテキスト㹆の後手と『古事

記』の天の逆手とはともに呪詛の手拍ちであるとしてい

る。「自ら⁛去」は、༢に隠れるのではなく、追い㎸まれ

てにᾘえ去ってしまうことを⾲現しているようにㄞ

める。また、この一⠇からは、逆手、すなわち後手は、

後ഃで手を拍つ意味であるのみならず、時間的に後に拍

たれる手拍ちであることも示၀されている。この指に

ついては、後出の本居宣長も言及している。 

 ┿ῡは続けて、「ୟ古へࣁ人の心┤けれࣁ、ᜟあれࣁう

らむ、とこふ（詛ふ）へきをࣁとこへり、よりて下にも

とこひこと多し、其とこひことࣁ天より傳ࣁりて神ጁな

れࣁ、天の逆手といふ也、然るを、いせ物語に、天の逆

手を打てのろふことあるを、海人海へ入ときの事なと云

古語をも文儀をも不ᘚ人のᙉ言也、それもとこふへ、ࣁ

きによりてとこへり、後世さやうの事ࣁよき人のせまし

き事と云ࣁ、༷て邪೫の意也㸺中␎㸼ᜟをかくすࣁ邪心

なり」（㈡ⱱ 1982: 21）と述べている。┿ῡは、ᜟみと

呪詛とはⴥの人々がᬑ㐢的に持つ心として認めるべき

であると述べ、海人説をᙉく否定している。この他、┿
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ῡは、「青柴垣に打ち成し」の青柴垣は「㨶をᤕる仕け

（ྲྀ㨶ᩱ）」の意味であり、水に入るためにこの言ⴥを

っていると述べている。 

 前後するが、『伊勢物語』の「むくつけき」について、

┿ῡは『伊勢物語古意』（1751）において、「ሗひがまし

きてふことばをᣲいふをいへり、㸺ሗは、善ሗ悪ሗの二

つあれと、常に悪ሗをいひおそるゝより、むくつけきと

いへは、おのつから悪ሗの事となれる、言のならはし

なり㸼」（∦᱒ 2006: 256）と述べている。「ሗひがま

し」とは、身に㈇うものであるという意味であり、┿ῡ

が、この語を善悪ではなく返ሗᛶのほ点から認識してい

たことがㄞみྲྀれる。「むくつけき」については、おそ

ろし（和歌知㢧㞟他）、ふてき（෭泉ᐙ流伊勢物語抄）、

しぶとし（増⧩伊勢物語抄）、うるさし（伊勢物語ዟ⛎書）、

むࡈし（勢語⮑᪇）などと解釈されてきたが、「ሗひがま

し」は┿ῡ⊂自の見解である。 

 

�.�.ఀໃ㈆ 

伊勢貞丈（1718-1784）は、『貞丈㞧記』（1763-1784）

において、逆手とは退出し下がるときの拍ち方であると

する解釈を試み、「さか手は退手なり、退くことをさか

㹙る㹛と云う。人の前へ進みて㐂ふ時に手を拍つ、これ

進み見ࡺるの礼なり。退く時にもཪ手を拍ちて退く。こ

れ退出の礼なり」（伊勢 1985:20）と述べている。『安

ᩪ㝶筆』（成❧年ᮍヲ）では、「退の字࢝ࢧル㹙࢝の字す

みてよむなり㹛とよむ࢝ࢧリ手を畧してさか手と云ひ退

る時に手をうつ事なり」（伊勢 1953:170）と述べ、逆手

はあくまで当て字であり、「退字࣐࢝ルとも࢝ࢧルとも

よむ࣐とࢧと音相㏻なりト࢝ࢨ࣍ルと云ふも㐲退なり」

（伊勢 1953:171）と述べている。そして、事代主神の逆

手には、「天神の御子にㆸり奉りて再びṈの國に入るま

じき事青柴垣を⤖ひめぐらして入られざるが如くする意

に天逆手を打ちて退き隠れ⤥ひしと云ふ」（伊勢 

1953:170）と述べ、呪詛説、後手呪詛説を否定している。 

『伊勢物語』の逆手についても、「あまのさかての事、

「あま」を海人の事と云う説あり。さかてとは海波㹙を㹛

かきわくる事などとも云う。Ⰽ々さまざまの邪説まちま

ちなり。用うべからず。逆手
さ か て

と云う説も用いざるなり。

逆手とてうしろ手に手をうちて人を呪詛する事なりと云

うは、『伊勢物語』の本文に合ふやう作りたる説なり、

ひがࡈとなり」（伊勢 1985:20）とし、さらに「女にお

きざりにせられてせんかたなく我れも退く意に成りて天

の逆手をうちたるなり」（伊勢 1953:171）と述べている。

さか手は後手と༊別され、「うしろ手に打つとは非なり

၏常の如く打つなり退る時うつᨾ࢝ࢧ手と云ふなり」（伊

勢 1953:171）と述べられる。江戸後期以後にも、貞丈の

「退手説」を支持する逆手解釈がᩓ見される*26。 

 

�.�.⏣Ᏻ᐀Ṋ 

 田安᐀Ṋ（1716Ѹ1771）は、明和年間（1764-1772）に

成❧させた『古事記ヲ説』において、天の逆手の解釈を

試みている。「天の逆手を青柴垣にうつなしてかくれ⤥ひ

ぬとࣁ、まづ青柴垣して、さかで打事ࣁ、ṈṈ天㢼
あ ま ぶ り

の、

ጔを㞳別
さ る

ときの式とおࡺࡰる事᭷。㸺中␎㸼うつなして

とは、打ࡈとにしてと云也。かくれたまひぬとࣁ、凡人

となりて、かすかなる所に引こもりてませしをいへり。

Ṉ神あしࣁらの國のⓚ子にてませしが、其をᤞたまふ

事、悪ጔをさるࡈと、すみやかにおࡰしはなれたるを、

႘へ云る也」（田安 1990: 155）とあるが、逆手を男がጔ

と㞳別するときの拍ち方と解釈するなどの点で、㈡ⱱ┿

ῡから本居宣長にᒎ開していく解釈の方向とは␗なって

いることが明らかである。 

 

�.�.ᮏᒃᐉ㛗 

本居宣長(1730-1801)が成❧させた『古事記伝』（1798

成）における天の逆手の注釈は、以後今᪥に⮳るまで

の逆手の解釈に大きなᙳ響を及ࡰした。 

宣長は、具体的な逆手の拍ち方について、「さて逆手を

拍と云拍状は、ඛ常に手を拍は、掌をうつを、Ṉは逆に

⩻して、掌をእになして拍を云か、ཪは常にはඳの掌を

同じさまにᑞへて拍を、Ṉはᕥとྑとの上下を、逆にや

り違へて拍を云か、Ṉ二の間今定めがたし。【にᶓ手

を拍と云こともあるは、ᕥྑを❿とᶓとにちがへて拍を

云べし。ⱝしそれにへて云はば、逆手も後に云る方に

もやあらむ。猶定めがたし、】*27」（本居 1968-2: 101）

と述べている。逆手は、掌の上下の向きを対にして拍

つ拍ち方であると述べられており、拍ち方を具体的に≉

定しようとする意ᅗがうかがわれる。 

また、天の逆手が凶事にのみ用いられるとするそれま

での説を否定し、ḟのように述べる。「伊勢物語に、天の

逆手を拍てなむのろひ居るとあると、相照して思ふに、

古に逆手を拍て、物をる術【にいふ㯞自那比
ま じ な ひ

なり、】

のありしなり、さて彼物語なるは、人を詛ふとてしける

を、上代には、然る惡事のみならず、吉善事にも΅て爲
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けむこと、Ṉのᨾ事にて知れたり」（本居 1968-2: 101）。

宣長によると、逆手はまじないに用いられるが、本᮶は

吉凶のどちらにも拍つものである。そして、「吉事凶事を

いはず、何ࡈとにまれ、りにせしわざと見えて、今Ṉ

神の逆手も凶事には非ず、たゞ船を柴垣にㆰ化むとての

みの術なり、然るを彼物語の凶事なるに放ひて、Ṉをも、

隠ᆘことまでに係て見るはㄗなり」（本居 1968-2: 101）

と述べ、『伊勢物語』をもとにそこに凶意をㄞみྲྀるろ

うとする解釈はㄗりであるとしている。さらに、逆手を

凶意とする┿ῡの解釈に対しては、「ཪ、後手と逆手とは

別事なるを、ᖌ（┿ῡ）はかの海神のᩍ奉しと、伊勢物

語なると、ඹに人を詛ふしわざにて、其意同じきにより

て、思ひまよはれしなり、ཪ後手は、書紀の黄泉ẁに、

背揮Ṉ云志理幣提
し り へ で

爾布ᒜ*28 と訓あれば、佐ຍ傳
さ か で

と訓べ

きにあらず」（本居 1968-2: 101）として否定し、後手

は「さかて」と訓むべきではなく、逆手と後手とは、そ

れࡒれ␗なる意味を持つ手拍ちであると述べている。 

ḟに、『ᘏ႐式』におけるᅄ時祭式㙠㨦祭、『ⓚኴ神ᐑ

儀式ᖒ』の┤における後手の拍手に言及し、儀式にお

ける後手と᪥本書紀の後手とを明確に༊別している。「こ

れらの後手を、今本に志理㛠傳
し り へ で

と訓るは、事の心をよく

も考へざるみだりࡈとなり、これらは志理㛠傳
し り へ で

にはあら

ず、⬟知之手
の ち の て

なり、┤᭳を⤥はりて後に拍ち、御ᣎの後

に拍ちたまふ由なるをや」（本居 1968-2: 101-102）と

述べている。この文で、宣長は、後手について、┿ῡが

᭕にしていた時間的に後に拍たれる手拍ちとしての≉

ᚩを明確にしている。 

宣長は言及していないが、『釈᪥本紀』のテキスト㹇に

おける後手の「མ」は、前述のように、まじない、すな

わち呪術の意味であり、宣長の逆手と同じ意味をもつ。 
続いて、「青柴垣に打ち成し」の青柴垣については、青

ⴥの柴の垣とつ定したうえで、「柴を水中にひたしおきて、

㨶をᤕるを、布᪁㒔Ề
ふ し つ け

と云ふも是なり」と述べ、㨶をᤕ

る仕け、すなわち柴ₕ
ふしづけ

とする┿ῡ説を否定していない。  
 そして、「拍は、天逆手を拍なり、成は、蹈傾けたる船

を、青柴垣にㆰ化
な す

なり、【船をᶓさまに傾けたらむさまは、

本より垣にఝて由あるなり、】」（本居 1968-2: 102）と

述べている。宣長によると、逆手が打成されることによ

り、㋃み傾けた船が青柴垣に変化したことになる。その

解釈を説ᚓさせるために、宣長はḟの二例を引用する。

まず、「௧ྲྀ其御手者、即ྲྀ-成❧氷、亦ྲྀ-成劒ล」（倉

野 1958: 120）である。国ㆡりにおける天の逆手のあと

の力競べのሙ㠃で、建御雷神が建御名方神の手をᥗませ

ると、自らの手はすぐに✺っ❧った氷柱に変化し、また

剣のลに変化した（ので畏れて退いた）。もう一つは、「爾

速須佐之男命。於「良㇋美御刺、而女❺其成-ྲྀ櫛∎ὠ

（倉野 1958: 86）である。須佐之男命は、八岐大⺬退

のሙ㠃で、櫛名田比賣を∎ᙧの櫛に変え、自らの角髪に

刺した。宣長はこれらの引用にみる「ྲྀ成」の意味から、

「成」は変化させる意味であると述べている。さらに、

「凡てྲྀ成打成など云る例ⓙ、ጞより᭷物を、他物にㆰ

すなれば、Ṉも必ጞに物なくては、例にもかなはず、ཪ

もしጞより物はなくして、た青柴垣を造り現はす意な

らば、青柴垣இ㹙ࣤ㹛と云はでは㏻えず、爾㹙ࢽ㹛と云

るは、ጞより᭷し物を、青柴垣爾㹙ࢽ㹛と云㎫ならずや、

இと爾と㏻ふこともあれど、ことによるべし、もしこれ

を船に係ずして、青柴垣爾と云ときは、天逆手といふ物

ありて、それを青柴垣にㆰことと聞ࡺるなり」と補足し、

事代主神は青柴垣をはじめから造ったのではなく、すで

に存在するものを変化させて成したとする。また、『古事

記』のテキストＡの記述方法について、「されば其ノ船を

蹈傾けて、天逆手を拍て、其船を青柴垣に成てと云意な

るを、其船をと云ことを再び云はむは、詞ᣋければ、上

にㆡりて下をば┬き、ཪ逆手を打と⧰く意なるを、其間

に青柴垣爾といふことをば置て、青柴垣に打成と云るは、

みな古文の⤯なるᕦにして、後世の及ばぬわざなり」（本

居 1968-2: 102）と述べている。すなわち、「即ち其の船

を蹈み傾け、天の逆手を打ち其の船を青柴垣に成し」の

語句の重複をᅇ㑊したとしてたたえている。 

 また、『᪥本書紀』のテキスト㹀に、「海中造八重蒼柴

⡹」の後に「蹈船ᯯ」と記されているところから、青柴

垣をはじめから造ったとする解釈になりがちであるが、

『古事記』における「変化説」をこそ尊重するべきであ

ると述べられている。変化を可⬟にするのが天の逆手の

呪術であり、宣長がそれを重視していたことがうかがわ

れる。  

 続いて、「隠也」について、「青柴垣の内に隠ᆘと云な

り、㸺中␎㸼さてṈは、青柴垣に隠たまふと云詞ながら、

Ṉḟに∗大神も、八十坰手に隠て侍はむ*29 とある如く、

Ṉ神も同く海底に入ᆘて、現御身は、Ọく隠たまふこと

を含めたり」（本居 1968-2: 103）と述べ、大国主神と同

様に、海底にỌく隠れたとしている。さらに、「事代主神

の海底に隠たまふも、其とは云ざれども、同く黄泉國に

隠れたまふものなり」（本居 1968-2: 118）と述べている。
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すなわち、隠れるとは、㢧国を去り黄泉の国に入ること

であると述べられている。宣長の解釈に従うなら、青柴

垣とは、八十坰手等とともに黄泉の国のなかの一つのሙ

所、もしくは状ែを示すことになる。 

 以上の宣長による天の逆手の解釈は、どれも重要な論

点を提౪しているが、「上代には、然る惡事のみならず、

吉善事にも΅て爲けむ」との指は、記紀の神々に限ら

ず、天地自然の何ものであっても、ᚨがあり可畏きもの

は神と呼ばれてもよいとする宣長の神学思をᫎした

指である*30。但し、宣長は、善と悪とは相互に移行し

うるものであり、悪の中にも吉があり、善の中にも凶が

生じることがあるとしている。そのため、神々について

㍍々しく論じることは慎まねばならないとも述べている

*31。 

 『古事記伝』以後の天の逆手の解釈は、どれも宣長の

解釈を㋃まえたものであるが、␗説も呈示されている*32。 

 

�.8.ᖹ⏣⠜⬍ 

ᖹ田篤胤（1776-1843）は、『古ྐ伝』（1812̾1825）二

十二巻において、記紀に⊂自に解釈を試みたうえ、天の

逆手について検討している。まず、宣長の、掌の上下の

向きを対に拍つとする説について、「Ṉは然らず」と

否定し、状況から解釈するべきであることを示၀する（ᖹ

田 1977: 124）。その上で、逆手の語義について、伊勢

貞丈の退手
さ か て

説を支持し、「Ṉは決く貞丈主の言の如く、

佐ຍ理手
さ か り て

とࡒ訓べき」とし、「退る時に拍手なるᨾに、

佐ຍ手
さ か て

と云」と述べている。また、退手は「さかて」の

みならず「まかりて」とも訓むと述べている（ᖹ田 1977: 

124）。ここで、篤胤は、逆手と後手を␗なる手拍ちとみ

なす点では宣長説を支持しているが、宣長が儀式におけ

る┤後の後手を「のちのて」と訓じたことに対しては、

「Ṉノእにも以後なること↓て、後手とあるをば、何と

か云む」（ᖹ田 1977: 124）として否定する。また、伊

勢物語の天の逆手については、「女にᤞられて、為方な

く我も退く意なりて、後手
さかりて

を拍たるなり」と述べ、ᛷみ

を持たずに退いたとし、呪詛説を否定している。 

続いて、「打成」について、「打成の成は借字にて、

天逆手を打鳴せるを、打那志と云るなり」（ᖹ田 1977: 

125）と述べ、「成」を「鳴」の借字とする新説を呈示し

ている。そして、「Ṉは其⤥へる船をば再用ふまじき意

を示せて蹈傾け、天之退手を、青柴垣の内に打鳴し⤥へ

る由なり。㸺中␎㸼Ṉ神まづ海底に入ᆘて、現御身は、

Ọく隠れ⤥ふことを含めたり」（ᖹ田 1977: 125）と述

べ、青柴垣の中で逆手を打鳴したとし、宣長の変化説を

否定している。篤胤によれば、船をỿめたのは、再び用

いないことを示すᜤ順の行いである。なお、青柴垣につ

いては、「垣の開たるฎより、㨶等の入りて、柴の中に₯

まるをఛひて、彼の垣の開たるฎをሰぎ、柴を引ᥖげて

㨶をᤕるわざあり」（ᖹ田 1977: 125）と述べ、┿ῡと

宣長による㨶ᤕりの仕けとしての柴ₕ
ふしづけ

の説明をむしろ

補ᙉしている。整理すると、宣長が、まず船を㋃み傾け

ておき、逆手を拍ってその船を青柴垣に変えたとするの

に対して、篤胤は、船は不用になるので、㋃み傾け覆ら

せておき、逆手を拍って青柴垣に隠れたとする。篤胤の

「打鳴し説」は、宣長の変化説とともに重要な逆手解釈

であり、その後の多くの注釈書で論じられている。 

篤胤は、さらに、天の逆手を、拍手一⯡のあり方にま

でᣑᙇして論じている。事代主神をえびすとして♭るえ

びすㅮと⤖びつけて、「ẖ年の十᭶二十᪥に、ၟ 人どもの

ᐙ々にて、ዀㅮとてṈ神を祭るは、ၟをጞ⤥へる神なる

ᨾに、祭ると云なれど、Ṉは人に物をΏすに、ഇなき

由、手を拍て誓ふなれば、Ṉの謂を思ひて、祭り᮶つる

にや」（ᖹ田 1977: 128）と述べている。すなわち、天

の逆手は、一本⥾めや三本⥾めといったၟ談成❧の際の

いわࡺる「手打ち」、あるいは⦕㉳物としての拍手に連な

る手拍ちであると述べられている。 

 

�.�.ᶲᏲ㒊 

橘守部(1781-1849)は、『伊勢物語⟢』（1818）巻二、 

及び『㚝⬟比ഛ㉳
か ね の ひ び き

』（1839）巻三において、逆手に⊂自の

解釈を試みている。守部は、「逆手とは、逆はただ借字に

て、榮手
さかえで

の義にこそはあれ、逆にするにはあらず。榮手

とは榮ノ字を、常にさかえともはえとも訓ࡈ࣒とく、其

為術事に榮
はえ

あらせんとて、手を拍ࢳてものするを云。こ

をྑの『古事記』以ていはば、即船を青柴垣にㆰ化
な す

術に

榮あらせんとて、手を拍てものし⤥ひしなり」（橘 

1967-3: 208）と述べている。守部によれば、さか手は吉

善をもたらす「栄えある手」である。さか手のᙧについ

ては、㏻常の手拍ちと同じであるとし、宣長が、ᶓ手に

ᨃえてそれを検討したことに対しても、「ᶓ手を拍てṅぶ、

ᶓ手を拍て笑ふ、など云ふᶓ手も、手をᶓにして拍を云

にはあらず。た其事をいひ榮す言ⴥのみなるにあらず

や」と批判し、あくまで栄えある手拍ちであると述べて

いる。また、『伊勢物語』の逆手にも「栄手説」を適用し、

28 Vol. 31, 2019 Geijutsu Kogaku: the Journal of Design



 

  

「伊勢物語なるは、詛ふែ
わざ

に榮あらしめんとて、手を拍

てものせしよしなり。ただと人を詛ふと其事は␗なれ

ども、手を拍て其為術事を榮す方は同じことなり」（橘 

1967-3: 208）と述べている。栄手説は、逆手の意味解釈

において、⹒ᕞの㈼手と同⣔⤫と考えることができる。 

さらに、守部は、栄手とは、手の拍ち方の云々ではな

く、手ရをするときに手を拍ってᄳすような拍ち方であ

るとも説明している。「今も見に、手づまと云ែするに、

㆜へば⟽ノ中へⓑ⣬一ᯛ⣡て、Ṉ⣬ᛛに⣚の⤱とㆰ化
な る

と

いひつつ、手を拍てをとるたぐひも同じ心ばへなり。

是其拍なす手に術のあるにはあらず。ྈ其ែに榮あらし

めん爲にこそはあれ」（橘 1967-3: 208）と述べている。 

守部の記述に従うなら、栄手は、良きにつけ悪しきに

つけ、行為をりなく遂行させるຠᯝを持つことになる。

そこでは行為の善悪は問われていない。従って、呪詛す

るときに、呪詛をᄳし、その遂行をಁ進し確たるものに

するために、栄手が拍たれることもありうるのである*33。 

また、守部は、「逆」の字と「栄」の字の意味を比較検討

し、「競ㄵて爲わざに、逆᯾と云こと多いかり。㸺中␎㸼

不ḧむに競ひてものするは༾て௧否榮すにて、いひもて

けば同じ意におつめり」（橘 1967-3: 209）と述べていࡺ

る。たとえதいࡈとであっても、そこからឤをྲྀり㝖

いてみれば、ά発な㐠ືとしてみることができる。守部

はこうして、「逆」とはそもそも「栄」に㏻じる意味があ

ると論じている。 

他方、守部は、『㞴古事記伝』（1842）において、船を

青柴垣に変化させたとする宣長説に対して、「手を拍て其

船をᛛ垣変化るは、今世に手づまと云物の心ばへなるを

以てもᗂ言なる事をしるべし。さてṈ柴垣は㡻て御身を

隠し㈷ふ⛉の㝰なれば、書紀に造青柴⡹とあるࡒ本つ意

なる」（橘 1967-1: 275）と述べ、手ရと同じくᗂ⛶とし

て退け、『᪥本書紀』のテキスト㹀に記されるとおり、青

柴垣は船から変化させたのでなく、はじめから造ったの

であると述べている。守部の栄手説を支持する注釈書は、

明初期まで存在する*34。           
 

�.��.కಙ 

 伴信（1773̾1846）は、㝶筆㞟『比古፠⾰
ひ こ ば え

』（1847 以

後）において、天の逆手について論じている。伴は、『᪥

本書紀』のテキスト㹀「Ṉ云ᾋ那⬟ಸ而㑊之」を引用し

つつ、「逆手は借字にて、㑊手
さ か て

の義なり」と述べ、「そは

事代主神の御∗、大國主神の㡿⤥へるṈ御國をⓚᏞ命に

㑊⋙るとして、其⚰儀に手拍⤥へるなるべし」（伴 1907: 

412）と述べている。㑊くは、よける、㐲ざけるの意味で

ある。すなわち、「天の逆手を青柴垣に打ち成して、隱り

き」では、それまで⤫していた支㓄ᶒを天Ꮮに与え、

この世から身を引いてதいを㑊けるために、手を拍った

のである。拍ち方については、「天のさかてはいかに拍に

か知るべからねど古の⚰儀には何事にも手うつならはし

なりければ㑊手もたゞᑜ常の⚰儀のࡈとくに手拍なる事

なるべし」（伴 1907: 413）と述べ、礼儀としての手拍ち

でありᑜ常の拍手であるとしている。また、伴は、「㑊」

の字句を用いている関連テキストを検討している。まず、

『出㞼国造神㈡詞』のテキスト㹂「大八ᔱ國現事・㢷事௧

事㑊支」の「௧事㑊」について、ᨻ的支㓄ᶒを㑊けて

ㆡる意味の字句の用であることを指している。また、

『ඛ代ᪧ事本紀』のテキスト㹁「我∗宣␜奉㑊。࿃亦不可

違。ᅉ於海中造八重蒼柴⡹。蹈船ᯯ而天之逆手打而。㟶

柴垣打成隠」について、『古事記』のテキストＡよりも文

がよく整っているとホし、『古事記』よりも『ඛ代ᪧ事本

紀』のテキストを重視するべきであると述べている。 

伴は、以上の見解をもとに、伊勢物語の天の逆手につ

いても、「ᣨにこは秋は必㐂むと⣙りおきつる女の云々

せるによりて男῝くいきどほりけれどもせむかたなく今

はその女の心にまかせておのれはを⤯ちて㑊る意もて

㑊手うちし㊃ときこࡺ」（伴 1907: 413）と述べ、女に

対するいを逃れる手拍ちであり、呪詛の意味はないと

している。伴の「㑊手説」は、逆手の意味解釈において、

貞丈の退手説と同⣔⤫と考えることができる*35。 

伴は、さらに、㑊手説を拍手一⯡の解釈にまでᣑᙇす

る。「物いさかひしたる人どち中┤りといふ事を為る時

に手拍つも、もとはかたきのᛣをさけてそれが心にまか

せ和むるかたの人の為るわざなるをなべてはかたみに手

拍つなる、こはおのづからしかあるべきいきほひなりか

し、これら事、別なるがࡈとくなれど人に㑊さけࡺづる

時にも手拍つならはしの、かつかつṧれるものなるべし」

（伴 1907: 413）とある。ここで伴は「かたみ」として

手を拍つとしているが、㑊手は、தいࡈとなどで名や

㠃┠を保つために拍たれる手拍ちと同じ意味を持つとさ

れている。また、伴は、「ၟ人どち物のൠをあらかひて

後つひに㈙う人のஒふまゝに賣り⯅ふるとて手拍つ事を

するも、㈙ふ人に㑊け⯅ふる意なり Ṉ時、㈙ふ人もそ

れに和て手拍つなり」（伴 1907: 413）とも述べている。

㑊手は、篤胤が述べるၟ談成❧の手拍ちとも㏻底する。
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伴はさらに、「今の世のに我居たるᗙを㉳て人をㄳむ

とするに居たる㊧を手掌もてたゝくも我ᗙを人に㑊けㆸ

る意なり、むかしは手拍ちたるにやあらむ」（伴 1907: 

413）と述べている。すなわち、ᖍをㆡるときに、ᆘって

いた㊧を手で྇く័⩦も、㑊手の名ṧであると述べられ

ている。ᖍを྇く⩦័は今᪥ではṤど見られないが、⣡

ᚓできる例示ではある*36。 

 

�.��.㕥ᮌ㔜⬍ 

 㕥ᮌ重胤(1812-1863)は、『᪥本書紀伝』（1862）におい

て、「青柴垣に打ち成して、隱りき」について、新説を呈

示している。重胤は、青柴垣を「天ὠ神⡹
ひ も ろ ぎ

の類」とした

うえ、「今㎾は㢧身にて御在しᆘしゝを、今は神と成らせ

御在して其神⡹の中に隠れさせ御在しᆘす由を示し聞え

させ⤥へるなりけり」（㕥ᮌ 1940: 81）と述べ、事代主

神はこの神⡹に入ったとしている。宣長が「海底に入ᆘ

て」とする解釈に対しては、「大海のⲨ浪の上に神⡹をᶞ

て御在しᆘすなど㸺中␎㸼神等の御上には奇らしと為ざ

る事なり」（㕥ᮌ 1940: 84）と述べ、神であれば海上に

神⡹を設えても不思㆟はないとし、「事代主神のṈを限と

為て水中にἐれさせ⤥へる者と思ふ説ඹのൢ言なる由を

知るべき」（㕥ᮌ 1940: 85）と述べ、海底にἐすると解

釈する諸説を否定している。そして、「八重蒼柴垣を神⡹

の事と知り其神の御ᗙと見る時は、其中にఫませ⤥ふ事

を隠ᆘと云ふなり」（㕥ᮌ 1940: 84）と述べ、事代主神

は海上の神⡹にずっとおఫまいになられたとしている。 

 続いて、「古事記に謂ࡺる天之逆手とはṈ國ᅵを天神の

御命の௵に㑊奉らせ⤥ふḼ႐の御心を⾲はし奉らせ⤥ふ

御所ែなりけり」（㕥ᮌ 1940: 85）と述べ、天の逆手は

あくまで国ㆡりをぶḼ႐の拍手であるとしている。明

以後の青柴垣の解釈において、重胤の「神⡹説」を支

持する論者は多い。 

 

�.��.㕥ᮌ┾ᖺ 

 㕥ᮌ┾年（1831-1894）は、『古事記正義』（1888>1943@）

において、天の逆手に⊂自の解釈を呈示している。まず、

宣長による儀式における後手の拍手に関する文を引用し

たうえ、「上ຍⱱのᮎ社に、ྛ 社と云あり、其神にᱚを

奉る神事あり、Ặ人᱁ᮌを持て神前にഛえ置て、後に手

を拍つ、これを逆手
さ か で

と云ふ、其義は、ᑜ常には神㤣にま

れ何にまれ、神に⊩る幣物をᇳんとする前に拍手して其

ရ物をᇳり、神前に置てཪ拍手するは例なり、さるを⊩

りഛ置て後に拍手するᨾに、これをさかでとは云ふなり」

（㕥ᮌ 1943:556）と述べ、逆手と後手は同じ意味でとも

に「さかて」と訓まれるとする┿ῡ説を支持する。そし

て、「今御の天Ꮮに奉る否と問はれしᨾに、畏しṈ國は

天神の御子に奉らんと᭣ひ⤊て、拍手⋢ふᨾに、さかで

とは云ひし也」（㕥ᮌ 1943:556-557）と述べている。こ

こで┾年は、奉らんと言い⤊えてからそれに後続して手

を拍つことに対して、後手すなわち逆手と⾲記されてい

るとする解釈を呈示している。┾年の解釈は、宣長が後

手について述べた、時間的に後に拍たれる手拍ちという

つ定を、┿ῡが試みたように逆手についても適用する⊂

自の解釈である。 

 他方、┾年は、宣長によるまじなひ説、掌の上下の向

きを対にして拍つとする説、「打成」における変化説

は、どれもㄗりであると批判し、「隠也」の解釈について

も、「Ṉ時入水して身死⋢ひしとは⏒しきൢ見なり」（㕥

ᮌ 1943:557）と述べている。そして、「其船を蹈傾⋢ふ

とは、Ṉ國を御ペの௵に⊩なんと云て、逆手を拍て、潔

く退き⋢ふに力を入て書しが、文のᕦなるなり、船の㎈

覆して海にἄりたるにあらず」とし、「青柴垣に打成とは

隠ると云へ係けし文にて、見えぬ様に打成て、隠ると云

義なり、Ṉ等の文ᐿに㞞にして奇⤯なり」（㕥ᮌ 

1943:558）と述べている。青柴垣とは≉定のሙ所を示し

ているのではなく、手を拍つ容が見えないという意味で

あると解釈している。┾年の記述に従うなら、逆手は音

だけが聞こえるように拍たれたことになる。 

 

�.᫂௨ᚋࡢኳࡢ㏫ᡭࡢὀ㔘 

 明以後にみられる天の逆手の注釈は、江戸期までの

諸解釈のいずれかを㋃くしたものがṤどである。時代の

᥎移にしたがって注釈がᖹ᫆になる傾向が認められるが、

新説もいくつか呈示されており、それࡒれに≉ᚩがある。

本❶では、一⯡向けの解説書も含めて、そのいくつかに

ついて検討する。⾲ 1 には、ዎἈから現代に⮳るまでの

注釈書における天の逆手の解釈の要点を記している。明

以後の解釈については、本❶で言及する注釈書は⾲ 1

の一部である。 

 ᮧ上ᛅ順（1812̾1884）の『古事記ᶆ註』（1874）では、

守部の栄手説がそのまま引用されている。青柴垣につい

ては篤胤による柴ₕの説明が引用されている（ᮧ上 

1874:55）。ᩜ 田年（1817-1902）の『古事記ᶆ注』（1878）

では、まず、逆手を、「順ならざる時に打を云ふ」とし、 
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⾲ 1  ྂグὀ㔘᭩に䜏䜛ኳの㏫手のゎ㔘 
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「国を作り⤥ふにはあらで、国を㑊り⤥ふとて、打⤥へ

れば、逆手とは傳へたり」と述べている。青柴垣につい

ては、「ᶞをఆとりて、身を隠すばかりの、小屋を作るを

云う」としたうえ、篤胤の打鳴し説を支持している（ᩜ

田 1878:20）。吉岡ᚨ明（1829-1898）の『古事記傳畧』 

(1886>1938@)は、「打成」の解釈における宣長の変化説、

篤胤の打鳴し説を検討したうえ、「橘守部は、天榮手の義

と爲せり。おのれは思ふ旨ありて、天榮手の說に、心引

れつ、後の人なほよく考ふべし」（吉岡 1938: 262）と述

べている。同書以後、古事記の天の逆手について、栄手

説を支持する注釈書は見られない*37。 

 佐᭷義述・本居豊✛閲の『古事記ㅮ義』（1891>1909@）

は、逆手における呪詛の᭷↓、及び「打成」の解釈につ

いて、宣長説と篤胤説とを比較検討している（佐 1909: 

170-171）。大久保初㞝の『古事記ㅮ義』（1893>1909@）に

は、「逆手は借字にてさきて（ᖾ手）なり古へᖾあるとき

ṅて手を打し也ᨾにᖾ手と云也」（大久保 1909:267-268）

とある。逆手をᖾ手とする「ᖾ手説」は、大久保の注釈

書のみである。池㑔義象の『古事記㏻㔚』（1911）には、

「逆手を打つといふ拍ちざまはඛづ常に手を打つは掌を

うつをこれは逆さまに⩻して掌をእになして拍つをいふ

なるべしとにかくにṈの國ᅵを天Ꮮに⊩りてṈの世を㞳

れ隠れ⤥ふ時の拍手にて其の手を拍つと同時に今覆し⤥

へる船をᛛち青ⴥを以て作れる垣にㆰࡐしめ」（池㑔 

1911: 160）とある。逆手は、掌の内እを「⩻し」እに向

ける拍ち方であるとされ、掌を「⩻し」と船を「覆し」

がともに「逆さ」にする行為であることが示၀されてい

る。ḟ田₶の『古事記新ㅮ』（1924）は、宣長、貞丈、守

部の注釈をそれࡒれ解説したうえ、『伊勢物語』に呪いと

記されているため、天の逆手が呪詛の拍手であることは

明らかであると述べている（ḟ田 1924: 203）。「打成」

の解釈については打鳴し説を支持している。他方、ḟ田

は、言代主神が「呪術の拍手を打つて、神⡹の中に神と

して㙠まり⤥うたと云ふのであつて、神が㢧國を去るに

␜つて、神⛎な行為を現はした事を物語つたものであら

うと思ふ。神の⤊りを物語るに␜つて、神⛎なᒁ㠃を

ീした例は他にいくらでもある」（ḟ田 1924: 203-204）

と述べている。呪詛説を支持してはいるが、神が理不ᑾ

に出㐂い常世に行くときの一連の神⛎な行為であるとし

て逆手を一⯡化しており、呪詛にはそれほどᣊἾしてい

ない。植松安・大ሯ㱟の『古事記㔚』（1925）は、「さ

かはさかりの⣙で、さかる、まかるの意、即ち退く事で

ある」（植松・大ሯ 1925: 153）と述べ、貞丈の「退手」

を支持している*38。同時期のሯ本ဴ三（1927）の注釈書

にも退手説を支持する記述が見られる（⾲ 1）。美⃰部

伴郎の『古事記㏻ㅮ義』(1926)は、字義の解釈を旨と

した書ではないが、「天の㏄手（むかひて）を生けるもの

のⰍに布き、これを垣に打成して身を隠す」(美⃰部 

1926: 336)とあり、逆手は「㏄手」の意味であると述べ

られている。相対して㏄えるのであれば、手も対方向

に向けられることになる。逆手を㏄手とする解釈はこの

例のみである。ࢪࣂル・࣍ール・ࣂ࢙ࣥࢳレ （ࣥ%DVLO +DOO 

&KDPEeUODLQ）の『古事記神代巻下』(1928)には、逆手は

GepDUWLQJ KDQGV とヂされており、㑊手、もしくは退手

と認識されている。また、༢に青柴垣で拍ったと述べら

れており、打鳴し説が支持されている（ࣂ࢙ࣥࢳレࣥ 

1928:36）。 

 古事記の注釈書ではないが、折口信ኵは、『ⴥびとの

生ά』(1929)において、「あめのさかてを拍ってᚁ服者を

詛うた一つの物語が、不ㄪ和にឤじられるまで整理せら

れたᛶ᱁の記述を裏ษるとともに、ᛣ・悪・᎖ጊを

十分に具ഛした人として伝へられてゐたに違ひない」（折

口 1954: 331）と述べ、呪詛を自明としている。また、

ノート⦅の『伊勢物語』には、「あまのさかてというの

は、どんなことをするのかわからない。㸺中␎㸼（古事

記では）一種の呪い、ࢪ࣐ッࢡの力で、⯚をば垣のよう

にしてしまった。これだと大国主が海中にいるようだが、

そうではない。前後の記述は、大国主がすめみまの命に

国をࡈくᖹ和におㆡりしたように書かれているが、それ

にふさわしくない天の逆手の記述がある。㸺中␎㸼つま

り、大国主の高天ཎの神への抵抗が㢦をのࡒかせている。

よいことのሙ合には、手を拍つのにまっすぐに打つが、

呪いのときだから逆手という」（折口 1970: 526-527）

とある*39。折口は、そこにᛣや悪が伴うのなら、呪

詛であるはずだと述べている。 

 田⸨ḟは『古事記新考』(1930)において、打鳴し

説を支持し、「㨱術のやうに、船を青柴垣に化さんとて、

天逆手を鳴らすものではなく、船を神霊の⡲りᆘす神⡹

の設ഛと見て、㢧世から幽界に入ろうとする呪術だと見

る方が、ㆡ國の本旨に一⮴している」（田 1930:295）

と述べている。但し、まじない説の可⬟ᛶもṧされてい

るとし、「天の逆手の身振ື作とても、同じく霊のጾ力が

り移つてゐて、ㆰ化ᗁጁの㨱術的作用が現はれ、青柴

垣となつたものに相違ない。Ṧに青柴垣を神ᆘす神殿と
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見れば、ᑦ更然うしか考へられないのだ」（田 

1930:298-299）と述べている。田は霊のጾ力がり移

ったとしているが、≉ᚩ的であるのは、逆手を物語の流

れのなかから自然に生じた㨱術的ຠᯝであると認識し、

㢧世から幽界に入ろうとするプロࢭスのなかの呪術とᤊ

えているところである（田 1930:296）。逆手を神の⤊

ᒁにおける神⛎なሙ㠃と認識するḟ田と同⣔⤫の解釈で

ある。㜰倉篤ኴ郎の『古事記㑅㔚』（1935）は、諸説をཧ

照し、逆手を呪詛としながらも、「打成」の解釈における

宣長説と篤胤説とを比較し、『古事記』の書き様から、打

鳴し説がጇ当であると述べている。青柴垣については重

胤の神⡹を支持している（㜰倉 1935: 158-159）。中ᮧ㫽

ᇽは『古事記ཎ義』（1939）で、天逆手は「天の┿ሀᮌ
ま さ か き

」

であり、「蹈̺傾其船」は「ᕫの船代にした」と解釈する

べきであるとする⊂自の見解を呈示している（中ᮧ 

1939: 271）。 

 倉野᠇ྖは、体⣔本『古事記』（1958）の㢌注において、

「天の逆手を打つのは呪術の一種」（倉野 1958: 121）と

のみ記し、宣長のまじないとする解釈を支持している。

同書には、書紀の「㑊之」を身を退く意味であると注記

しており、伴信の「㑊手」も示၀されている。他方、

倉野は、『古事記註釈』（1977）で、「「其船」は当然

「天㫽船神」でなければならない。さうすると宣長の言

ふやうに「其船を青柴垣に成て」ならば、天㫽船神を青

柴垣に成してといふことになつてをかしなことになる」

（倉野 1977: 83-84）と変化説を否定し、打鳴し説と神

⡹説を支持している。Ⲷཎὸ男は、古典文学㞟本『古

事記』（1973）において、「逆手は逆らう手の義」（Ⲷཎ 

1973: 122）であると述べ、もちろん呪術の意味も持つが、

あくまでᩛ対の意思⾲示であるとしている。す㒓信⥘は、

『古事記◊✲』において、「事代主は記紀୧書においてᜤ

順を誓う神とされている」（す㒓 1973: 92）と述べ、天

の逆手は呪いではありᚓず、引退の所作であり、服従の

しるしであると述べている（す㒓 1988: 271�273）。また、

青柴垣については、神⡹説に疑問を呈し、㨶ᤕりの仕

け説をとっている。「打成」の解釈においては、「打鳴し

説」が文⬦にྔうとして支持している（す㒓 1988: 

271-272）。益田ᐇは、『古典をㄞむ 古事記』(1984)

において、天の逆手を「拍手ののろいを⡲めた打ちかた。

ブࣛッࢪ࣐ࢡッࢡの作法」とし、「天の逆手を打って、

⯚をかたぶけてỿんだ」（益田 1984: 197）と述べたう

え、船をỿめたことは自ẅを意味すると述べている*40。

ᒣ口ె紀・神野志隆ගの新⦅᪥本古典㞟本『古事記』

(1997)は、逆手について、「手の⏥どうしが合うような打

ち方か」（ᒣ口・神野志 1997: 108）としている。また、

「事代主神は船にって出け、また帰って᮶た。この

船を天㫽船神のこととみる説もあるが当たらない」（ᒣ

口・神野志 1997: 108）とも述べ、其船を天㫽船神とみ

る倉野等の指を否定している。青柴垣については仕

け説をとり、打鳴し説を支持する（ᒣ口・神野志 1997: 

109）。前後するが、尾ᓮᬸṡの『古事記ㅮ』（1966）に

は、「逆手を拍つのは誓⣙の呪術で、手を下方に向けて打

つこと」（尾ᓮ 1966: 206-208）とあり、「手を下に向け

てうって青々とした柴をめぐらして」とヂされている。

尾ᓮ註は、拍手を向ける方向について述べた注釈として

は、㙊倉時代の伊勢物語注釈書以᮶である。上に向ける

のが㏻常の拍手とすれば、下に向けるから逆手というこ

とになる。但し、尾ᓮが解釈する上下の向きは、㙊倉注

における上下の向きと対の向きになる。三ᾆభ之『口

語ヂ古事記』（2002）には、「手のひらではなく、⏥の部

分で手を拍つことで、呪詛しているとみてよい。」（三ᾆ 

2002: 91）とあり、「ってきた船を足で㋃みつけてひっ

くり返し、青柴垣に向こうて逆手を࣏ࣥとひとつ拍った

かと思うと、みずから覆した船の中に隠れた」とヂされ

ている。1 ᅇのみ࣏ࣥと拍つとする⊂自の解釈が呈示さ

れている*41。 

 ここまで天の逆手の文字による注釈を検討したが、そ

れをあえて視ぬ化してみると、別の知見がᚓられるかも

しれない。久松文㞝『まんがでㄞむ古事記』（2010）には、

「即ち其の船を蹈み傾けて、天の逆手を青柴垣に打ち成

して、隱りき」のᬒが࣐࢞ࣥとしてḟのように描⏬さ

れている（久松 2010: 169-170）。まず、船にっている

事代主神が合掌し手㤳をやや下に傾けると、青柴が現わ

れ、たちまち船はその柴垣にໟまれ、事代主神はそのな

かで見えなくなる。しかし、船が傾いた様子は描かれず、

海㠃に船がᾋかんだままである。柴垣に覆われるのはあ

くまで船上のみである。以上が 4 コ࣐で描⏬されている

が、これらの描⏬は、筆者には不自然で奇ጁなᅗに見え

る。 

 

�.௦⚄ࡢᡭᢿࡢࡕព 

�.�.ᅜㆡりᡭᢿࡕ 

 大国主命は国ㆡりの可否を事代主神にうかがわせ、そ

のᛂ⟅が事代主神の口から発せられる。国ᅵをㆡるかㆡ
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らないかの一大事にあって、事代主神は∗の意見を᩵㓃

せず自分の一存で決定し身を隠す。この∗と子の関係は

わかりにくい。そもそも大国主神と事代主神はどこまで

別々の存在なのだろうか。事代主神について、宣長は、

「事代は、事の志␃士
し る し

なり」（本居 1968-1: 507）と述

べている。すなわち、事代主神を「国ㆡりのしるし」で

あり象ᚩ的な存在であると解釈している。以後、␗説も

呈示されるが、現在では、事代主神について、「コト（言

㸻事）そのものをྖる神」とᤊえ、神と人間の௰をྲྀり

持つ神であるとする解釈が主流になっている（岡 1998: 

217）。 

 他方、宣長は、天㫽船神と建御雷神が大国主神に国ㆡ

りを㏕りに㝆り฿る「伊那佐の小」について、「伊那

佐の名義ᮍ思ᚓず、ⱝは諾否
い な せ

の意にて、㸺中␎㸼大國主

の諾否の⟅を問㈷ひしなるから㈇る名にもやあらむ」

（本居 1968-2: 96）と述べている。宣長の解釈に従うな

ら、建御雷神等が伊那佐の小に㝆り฿るとき、「諾」

というᛂ⟅をするᙺ割が出現したと考えることができる。

この「諾否説」は篤胤や守部にも支持されている。㜰倉

篤ኴ郎等はこれを是認し㞴いと述べているが、現在に⮳

るまで引用する論者が多くいる。 

 このように検討すると、事代主神は、国ㆡりにおいて、

諾と返事をするᙺ割に≉化した神、すなわち記ྕ化とᢳ

象化のᗘ合いが高められた神であることになる。それで

は、事代主神は、諾か否かと問われて諾と返事したうえ、

なࡐ逆手を拍つ所作を行うのだろうか。この問いに対し

ては、手拍ちという行為がそもそも記ྕとしても認識さ

れることにຍえ、天の逆手がきわめて象ᚩ的な言いᅇし

であるため、諾の言ⴥと⤌合せやすいからであると⟅え

ることができる。すなわち、事代主神は、諾という返事

と逆手という象ᚩ的な所作とを⤌合せ、⊂自のᛂ⟅ᙧ式

を呈示するかたちで、問いにᛂじたと考えることができ

る。 

 しかし、ここでもう一ᗘ確認しておくべきことは、手

を拍つという行為が、きわめて身体的な行為であること

である。拍手はㄡでもᐇ際に拍ってみることができるし、

拍ちにくい拍手、現ᐇにありᚓないは拍手はすぐにわか

る。従って、事代主神が逆手を拍つことの意味を十分に

検討するためには、この記ྕ的かつ象ᚩ的な逆手という

手拍ちについて、『古事記』の文⬦から多少㞳れるとして

も、それがᐇ際に拍たれている事例から検討しておかね

ばならないのである。 

�.�.௦⚄にࡴ࡞ࡕ⚄ఏᢎ 

 そのためには、事代主神に関連するⱁ⬟等の伝ᢎも検

討しなければならない。ᓥ᰿┴の美保神社で12᭶3᪥にᇳ

り行われる「諸手船神事」は、国ㆡりの諾否を問う者

をせて伊那佐から美✑（御大）へと向った諸手船を

再現したものである。このうち᠕⟅⚃言というḟ第では、

2㞘の諸手船を㏄えるᐑྖとᷔ子とが向合って問⟅を行

う。この際に୧者が拍つ合拍手は、天逆手
あめのむかいで

と呼ばれてい

る。ᐑྖが⚃辞を⤊えると、逆手が拍たれる*42。「ḟに

ᐑྖጞめᷔ子一同天の逆手㹙拍手㹛を打って⚰拜す。即

ちこの天逆手はၟ人の成就を⾲現する手打の式のጞめな

りとてその信௮⏒だཌし」（和歌᳃ 1980: 155�158）とあ

る。向かい合って拍つので「むかいで」と呼ばれるが、

手の向きや置を変えるなどはせず、神社の᯽手と同じ

ように手を2ᅇ拍つ。事代主神が行った逆手とは違い、複

数人による手拍ちである。 

 同じ美保神社で4᭶にᇳり行われる「青柴垣の神事」に

は、小忌人による神ᠱかりがあるが、この神事も事代主

神のᨾ事にᅉむといわれている。さらに、この神事が入

水の儀式化であるとする解釈が呈示されている。谷川

一は、『出㞼の神々』（1978）において、事代主神の「隱

りき」とは要するに水死したということであると述べ、

その理由を、青柴垣が᪥本の古代でいうṻ
もがり

に相当するも

のであるからとしている（谷川 1978: 39-40）。そして、

青柴垣の神事とは、事代主神の入水のᨾ事を後代に儀式

化しᶍೌしたものであり、地ඖの古⪁の間にも、この神

事は、船中においてṻを象ᚩして行うものと信じられて

いると述べている。さらに、江戸中期の『懐橘談』に、

ᖹ安期初㢌㡭まで、出㞼国造が死ぬと水ⴿしたと記され

ていると述べ、自説を補ᙉしている。谷川に従えば、青

柴垣の神事は、事代主神のᨾ事に⤖びつけられた水ⴿ儀

礼であることになる*43。 

 益田ᐇは、『ⅆᒣิᓥの思』（1968）において、

青柴垣神事と事代主神のᨾ事とを論じ、「隱りき」を、

事代主神の「自決」と解釈している（益田 1968: 97）。

さらに、「入水に際して船を㋃み傾けるというのは、少

なくとも積極的な身ᢞげのሙ合の作法ではなさそうであ

る。㸺中␎㸼㋃み傾けるのは、どうもᨾẅの法とみなけ

ればなるまい。コトシロヌシがみずからᢞ身して死ぬに

あたって、このような他力による入水のᙧをわざと᥇る

ことに、ひとつの意味がないものであろうか。自分で㣕

び㎸まなくて、船を傾けてⴠち㎸む、という死に方---
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それは、おそらく、ただ死ねばよい、というのとは違っ

た死の作法であろう」（益田 1968: 111）と述べている。

また、『᪥本書紀』のテキスト㹀についても、「青柴垣を

ᗄ重にもめぐらしたその中で、というのも⾪ᧁ的な࣓

ーࢪである䛃䠄益田 1984: 197）と述べ、「ᩋ死もまた儀礼

を要した。神のコトシロらしくᩋ退せねばならなかった」

䠄益田 1968: 118）としている。天の逆手がᩋ死の儀式で

あるならば、なおのこと呪詛の手拍ちであることになる。 

 他方、三㝮㞝は、「国ㆡり神話と民祭♭」（1977）

において、「入水したという描だが、㸺中␎㸼「天の逆

手をうんぬん」は、祭ቭの前で≉Ṧなかしわ手を拍つと

いうことで、これは儀礼のᆺからいうと、㫽ஒい、御㫽

႞などの神事などに見られる、㫽の᮶臨をஒう神ᣍぎの

かしわ手をᙸᙿさせる」（三㝮㞝 1977 : 162）と述べ

ている。入水儀礼説が否定されてはいないが、天の逆手

について、⊂自の解釈が試みられている。この他、速水

保Ꮥの「美保関の祭り」（1986）は、事代主神の青柴垣へ

の隠れを、国ㆡりを進言した㈐௵をとっての自ẅである

と述べている（速水 1986: 1019�1031）*44。 

 

 ㏫ᡭࡢኳṚࡢ⚄.�.�

 事代主神を大国主神の代わりに諾と返事をするだけの

象ᚩ的で記ྕ的な存在であるととれば、逆手を拍つとい

うことには、ឤの㉳అを伴わなくてもよい。しかし、

神よりも人間に㏆い存在であるととれば、逆手を拍つこ

とに、人間が㏻常ᢪくようなそれなりのឤの発現をồ

める必要がある。さらに、天の逆手は、事代主神が引退

したのか、死んだのかにより解釈が隔てられる。「隠りき」

が入水を意味するなら、事代主神はに⁛び去ったこ

とになり、祭の中心は、心ならずもⴺཎ中国を天ὠ神に

ዣわれるときに、呪詛しながら自ẅした事代主神へのᘫ

いということになる。天の逆手は呪いの所作と認知され、

事代主神の水ⴿ儀礼として解釈される。そして、呪詛と

しての逆手のあり方を検討することがㄢ㢟になる。しか

し、引退してㆡったのであれば、逆手は、「ᢎ知した」

しばらく隠れていようくらいの意味になる。以後は㝜な

がらお仕えしましࡻうという意思⾲示であってもよい。

そして事代主神をỌ続的な神としたうえで、㈼手、退手、

栄手、㑊手、ᖾ手などの解釈がồめられる。 

 さて、事代主神は、いったんጼをᾘした後にάする

神である。事代主神は、国ㆡり以㝆神話の⾲⯙ྎからは

退ሙするが、に存在をᾘすわけではない。『᪥本書

紀』の「神Ṋ天ⓚ即前紀」や「安ᑀ天ⓚ即前紀」に

おいて、事代主神は再登ሙする。このことは、事代主神

が国ㆡりで身を引いたものの、この国ㆡりの行為が、抵

抗から死への㐣⛬ではなく、帰順から和合に⮳る㐣⛬で

あったことを意味する。宣長も、『᪥本紀❵ᐗ和歌』のテ

キスト㹃「すめみまにやしまをさりてなみのうへのあお

ふしかきにたびゐするかな（᪑居するဢ）」等の例を引き、

「隱りき」とは死ではなく青柴垣に隠れたことを意味す

ると述べている（本居 1968-2: 103）。中す進は、「隱

りき」とは「言代主がその地に㙠まったという意味であ

り、神としての出発がここにあったとᤊえるべきである。

人間にとってはは一生の⤊りだが、神はに㙠まるこ

とによって新たな出発をする」（中す 2007: 359）とし

ている*45。神となって（として）去るのであれば、ᬑ㐢

的でỌ続的な神になる。神は死なずにỌ㐲に生き続ける

存在でなければならない。他方、古事記中巻以後の天ⓚ

人民は死を㐠命づけられた存在であるため、神はどこか

で死に㏆づかねばならない。『古事記』上巻のはじめに

は、「Ṉの三柱の神は、୪⋊神と成りᆘして、身を隱し

たまひき」（倉野 1958: 51）とあり、神は死ぬことはな

い。他方、上巻の最後には「今に⮳るまで、天ⓚ命等の

御命長くまさざるなり」（倉野 1958: 133）」とあり、神

であっても、な死に㏆づいていく。坂口由ెは、『古

事記』上巻において「神の死は何らかのάを前提とす

る」（坂口 2000: 84）と述べているが、上巻をとおして、

神々が死を⋓ᚓするまでの㐣Ώ期の物語として描かれて

いると言うことができる。 

 逆手を拍つ事代主神に対して、神としてどう置づけ、

人間が持つឤをどこまで見出すべきなのか、୧者のᤊ

え方のᖜがᗈがるほど、天の逆手の解釈は多義的になっ

ていく。そして、事代主神が天の逆手を拍つことの意味

も大きく変わっていく。 

 

�.⪃ᐹ 

 本稿はこれまでの諸説を整理する┠的でᇳ筆している

が、以下、筆者の見解を述べておこう。 

 拍手など身振りື作は、そもそも言語よりもずっと不 

明確な記ྕであり、それを一つの意味に᮰させようと

すること自体、༴うい試みであるともいえる。それがい

かに記ྕ的あるいは象ᚩ的に⾲現されていても、状況や

ឤとの多様な対ᛂが、⤯えず問い┤されるのでなけれ

ば、適ษには認識されえない。そこでまず、逆手の意味 

芸術工学研究 Vol. 31, 2019 35



 

  

図 1  甲と甲の手拍ち 図 2  甲と掌の手拍ち 

図 3  上下反対向きの手拍ち 

図 4  頭上の手拍ち(右) 

図 5  後手の手拍ち(左) 

図 6  下方への手拍ち 

図 7  胸に向けた手拍ち 

図 8  右肘を上げた手拍ち(右) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を、人間の掌や⭎などに即して検討し、それをᣑᙇして

認識していくところからጞめなければならない。 

 逆手は「逆」の拍手であるから、㏻常ではない拍ち方

であることは明らかである。この㏻常ではないという点 

を考えてみる。まず、手のᙧと置関係について検討す

る。㏻常でない拍ち方に、ḟの㓄置が考えられる。�）手

を合わせる㠃から、掌と掌を合わせる㏻常の拍ち方の他

に、手の⏥と⏥を拍つ(ᅗ1)、手の⏥と掌を拍つ拍ち方

(ᅗ2)、2）୧掌を合わせる向きから、掌の上下の向きを

ᥞえて拍つ他に、上下の向きを対にして拍つ拍ち方

(ᅗ3)、3）手と⬗体の置関係から、⬚の置で拍つ他

に、㢌上で拍つ(ᅗ4)、㢦の置で拍つ、⭡の置で拍

つ、後手に拍つ拍ち方(ᅗ5)、4）指ඛを向ける方向から、

正㠃に向けて拍つ他に、上方に向けて拍つ、下方に向け

て拍つ(ᅗ6)、⬚に向けて拍つ(ᅗ7)、ᕥഃまたはྑഃに

向けて拍つ拍ち方が考えられる*46。ここまでで100㏻り

以上の⤌合せがあるが、この他にも、ᕥྑの⫝をᗈげて

拍つ、ᕥ⫝またはྑ⫝を持上げて拍つ(ᅗ8)、掌を⬗に

極➃に接㏆させて拍つ拍ち方、さらには、㏻常でない拍

ち方を、何らかの㝶ື作を伴う拍ち方と解釈し、拍つ

ときに୧手または∦方の手を前方に✺き出す拍ち方、⬚

ඖに引きつける拍ち方などが考えられる。これらの中に

は、ᐇ際には㞴しい拍ち方もあり、宣長も2㏻りにしか言

及していないが、逆手は、自然なかたちの拍手ではなく、

作為的、意ᅗ的な拍手であるから、可⬟ᛶとして考えて

おきたい。 

 ḟに、こうして拍たれる逆手の、呪術としてのᛶ㉁に

ついて検討する。筆者は、呪力を持つような拍手例を古

今および東すの文⊩にㄪべているが、拍手はどのような

┠的で拍たれても、音を発し聞かれるものとして拍たれ

ている。音の฿㐩⠊ᅖは、拍った人間の周ᅖにとどまら

ない。ᙉく発せられれば、㐲方さらには␗世界までとど

く。そして、そこにいる存在者と交信し、あるいはᛧれ

させ、┠ぬめさせる。その⤖ᯝ、存在者をືかし、ひる

がえって現ᐇ界に何らかの変化を生じたり、何ものかを

出現させる手拍ちというものがሗ告されている。しかし、

それらの呪術の例はどれも、㐲方あるいは␗世界に音を

฿㐩させるというẁ㝵を在させた、間接的な呪術とし

て見出されている。 

 さて、宣長は、青柴垣が船から変化したはずであると

述べ、その理由を「船をᶓさまに傾けたらむさまは、本

より垣にఝて由あるなり」としている。しかし、青柴垣

は、宣長の述べるように、船から変化したのだろうか、

それとも、音が発せられたときすでに存在していたのだ

ろうか、あるいは、何もないところから青柴垣が造り出

されたのだろうか。筆者は、これまでの拍手◊✲から、

手を拍つという行為に、青柴垣を造り出すまでの呪力が

あると考えるのは、↓理があるのではないかと考えてい

る*47。༢に手を拍つだけの行為がそこまでᙉ力な呪力を

持つとした例を、まだ見出していない。まずは、拍手が

あくまで音を発するためのື作であるというཎ点に帰る

必要がある。そのうえで、音を発するという行為による

␗世界との交信というものを認識するのでなければなら

ないと考える。すなわち、逆手自体が呪力を持つのでは
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なく、音によって、自らの存在および㏆ഐの空間を、他

者および幽界に知らしめるというはたらきを、逆手がᢸ

ったと考えたい。従って、㢧世と幽界をつなぐ㏻㊰が、

逆手の音により可視化され、その⤖ᯝ、存在していたが

見ることができなかった青柴垣が見えるようになったと

する解釈が可⬟であろう。宣長等のように、拍手の呪力

により青柴垣が造ᙧされたと解釈するよりも、むしろ拍

手による音の฿㐩により、見えない青柴垣が容を現わし

たとする解釈が、自然ではないだろうか。 

 以上の筆者の検討に㏆い解釈を、古事記注釈書にồめ

るなら、逆手についてጼを隠して音だけが聞こえるよう

な拍ち方とつ定した㕥ᮌ┾年の解釈に㏆いかもしれない。

また、逆手を㢧世から幽界に入るなかに自然に生じた呪

術と解釈するḟ田₶や田⸨ḟの認識にも㏻じるかも

しれない。いずれにせよ、㢧世と幽界とはもともとつな

がっていたが、幽界は見えない空間であった。その空間

が音によって認識されたと解釈するべきであると筆者は

考えている。 

 以上の検討は、また一つの論点を提౪する。『古事記』

は天の逆手を拍つとのみ記しているが、このとき手は、

三ᾆభ之の注釈にあるように一二ᅇ⛬ᗘ拍ったのだろう

か、それとも連続的に多数ᅇ拍ったと解釈するべきだろ

うか。もとよりそれを知る手がかりはないが、୧者では

手を拍つことの意味が少し␗なる⤖ᯝになるので検討し

よう。 

 さて、「天の逆手を青柴垣に打ち成し」からㄞみྲྀれな

いのは、逆手を拍つことと青柴垣の出現との時間的な前

後関係である。すなわち、逆手を拍ち⤊わったあとに青

柴垣が可視化する、あるいは変化するとㄞむこともでき

るし、逆手を拍っている間に青柴垣が可視化する、ある

いは変化するとㄞむこともできる*48。まず、拍ち⤊わっ

たあとに青柴垣が現われるとするなら、逆手を拍つᅇ数

は少なくてもよい。このとき、青柴垣の出現には、それ

ほど時間を要さないことになる。逆手を拍つことは、船

に変化が生じる合ᅗであり、船を含む空間へのいわば▐

間のはたらきかけである*49。そして、逆手を拍つことの

意味は、音を発する行為により、国ㆡりのᢎ認を、▐

้のうちに⤊わらせるためであることになる。その後に

は、長いỿ㯲としての隠遁がゼれるのだろう。他方、拍

っている間に青柴垣が現われたとするなら、青柴垣が現

われつつある間、逆手をずっと拍ち続けていることにな

る。ここで、逆手を拍っている時間は、船から青柴垣に

変化する時間に対ᛂづけられる。逆手は、手拍子が長く

続くような拍ち方であると考えられる*50。このとき逆手

は、青柴垣が生成されていく㐣⛬を認知する䠄させる）た

めに拍たれたのであると考えることもできる。橘守部は、

栄手について何ものかをᄳし❧てる手拍ちと述べ、本稿

ではそれを、行為遂行に第三者の視ぬを与える手拍ちで

あると検討したが、逆手をᄳし❧てる手拍ちと解釈する

なら、それは繰り返し拍たれていたと考えるのがጇ当で

あろう。もちろん、拍手の打ᧁを連続させることが呪力を

ᚎ々にᙉめていき、変化をもたらすと考えることもできる

が、ඛに述べたように、そうした例をまだ見出していない。 

 さて、天の逆手の解釈におけるもう一つの大きな論点

は、それが呪詛の拍手であるか否かである。注釈書はこ

のどちらかの❧ሙを支持しているが、ඛに述べたように、

事代主神を引退したとするのか、死んだとするのかによ

り、呪詛の解釈が分かれる。ここで、呪詛の背ᬒとして

もう一つ指しておきたいのが、逆手を拍つときの否定

的なឤᛂの在である*51。国ㆡりというᑜ常でない

ሙ㠃で拍たれた事代主神の逆手には、呪詛の᭷↓にかか

わらず、否定的なឤᛂが見え隠れする。但し、否定

的と言ってもさまざまある。筆者等は、中国の文⊩に現

われた拍手に伴う否定的なឤᛂについて、ᛣり、ᝒ

しみ、⨬り、Ⴣき、↓力ឤの5種に分類したことがある

䠄⛙・▮向 2017: 29-30）。天の逆手は、それが拍たれた

状況をどう認識するかにᛂじて、これらのいずれにも対

ᛂしうると考えている。 

 さて、宣長は逆手が吉凶及び善悪のどちらにも用いら

れると述べたが、このどちらも可⬟とする見解を支持す

る論ㄪは、その後Ṥどみられない。多くの注釈書では、

逆手に対して、ᜤ順と抵抗のどちらかが㑅ᢥされている。

しかし、ここで⫯定的と否定的なឤが必ずしも分㞳さ

れない⾲現が存在することをᛀれてはならない。例えば、

という⾲現は、古代でも現代でも、言語にຍえて࢘ࣛ࣡

身振りື作として⾲現されるため、ぶ和的なᚤ笑のなか

に㍍や⨬ಽが⾲現されることがあれば、その逆も容᫆

に生じる。 
 国ㆡりのᢎ諾が、ᜤ順の所作とともになされたのか呪

詛の所作とともになされたのかは、天ὠ神によるⴺཎ中

ὠ国ᖹ定の᰿ᣐに関わるものであり、古事記の国ㆡり解

釈の᰿ᖿをなす㆟論の一つでもある。宣長が吉凶善悪の

どちらもありと慎重に述べたのは、あくまで呪詛説を否

定していくなかでの言明ではあるが、吉凶善悪のどちら
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の意味も容認しようとする宣長の構えと、天の逆手に意

味のཌみを見出そうとする本稿の◊✲ጼ勢とは、ᅗらず

も一⮴するのである。 

 ᜤ順と呪詛、あるいは、諾と否、この相するែᗘが

一つの所作の中に同時に⾲現されるということは、生じ

えないことなのだろうか。筆者はそうではないと考える。

例えば、今᪥の₇ዌや₇において、ᐈᖍから⯙ྎに

向けて発せられるけኌに┠を向けても、それらは㈹㈶

行為か⨬ಽ行為かの二者ᢥ一になってはいない。㈹㈶が

すなわち⨬ಽであるようなほᐈからのけኌが見出され

ているし、⨬ಽの⾲現がそのまま⛠㈶へと㌿化しうるよ 

うなኌのᛂというものが存在する。天の逆手のあり方

を✺きワめていくとき、手を拍つという身体的な行為が

もつ多義ᛶの重みに対し、いともたやすく一㠃的な解釈

を適用してしまう思考の༴うさを、どこかで៧うことに

なるのである。 

 

8.おわりに 

 本稿は、『古事記』に現われた「天の逆手」が、現在ま

でどのように認識されてきたかをたどった。伊勢物語注

釈書では、海人説から呪詛説に⮳る比較的自由な解釈が

なされた。江戸時代の国学における古事記注釈は、より

注意῝くなされ、呪詛の᭷↓についての検討にຍえ、㈼

手説、退手説、栄手説、㑊手説が呈示された。明以後

には、逆手と事代主神の死との対ᛂづけが重要であり、

神事を守り伝える当事者のኌの重みも↓視できない。天

の逆手の認識のされ方が、時代ࡈとの拍手の認識をある

⛬ᗘまでᫎしているのは当然のことであるといえる。 

 拍手は႐びや⛠㈶を⾲現する行為であり、拍手のඹ᭷

は႐びや⛠㈶を確たるものにするはたらきを持つ。天の

逆手は、႐びや⛠㈶を⾲現する多数の拍手のなかでの、

例እ的な現象であるともいえよう。しかし、この例እ的

な拍手の方が、ありふれた拍手現象よりも、拍手する行

為の成り❧ちを検討するときに、᰾心に㏕る問いをᢞげ

かけるのである。本稿の検討を㋃まえ、拍手◊✲のㄢ㢟

となるものは、時折めぐりう、否定的なឤとととも

に拍たれる拍手というものが、何ᗘも繰り返し拍たれる

うちに、その否定的なឤをᙉめるようなຠᯝがもたら

されるのか、それとも、႐びや⛠㈶を⾲現する拍手本᮶

のはたらきにより、否定ᛶが打ちᾘされるຠᯝがもたら

されるのかである。天の逆手は、それらの㆟論において

も᱁ዲの素ᮦになりうると考える。 

註 

*1 振り௬名はルࣅで示した。㻌

*2 本稿の引用文はཎ๎としてཎ文の⾲記にしたがっている。但し、ㄞみ

やすさを考៖し、∦௬名で⾲記されているཎ文をᖹ௬名⾲記で引用する

改変、㋀り字をᖹ௬名の繰返しで⾲記する改変を適ᐅ行った。ཎ文にあ

る補字と注釈は> @を䛧䛶♧䛧䛯䛜䚸┬␎した⟠所も多い。返り点は記し

ていない。筆者による補記は（ ）をした。 

*3 ( )内は同一文⊩にある書き下し文である。以下の古事記関連テキス

トについても同じである。㻌

*4 テキストＡにおける「天逆手」を本稿の検討対象とする。テキスト㹀

ࠥテキスト㹇は古事記注釈書等においてよく引用される天の逆手の関連

テキストである。 

*5 但し、作ᐙによる古事記の文ヂは検討にຍえていない。 

*6 ( )内の書き下しは筆者によるが、三重貞ு『⯈事紀訓解』（三重 1943: 

468）もཧ照した。 

*7 まࡖち（㈋㖋）、ほろびち（⁛㖋）、おとろへち（ⴠⷧ㖋）と発ኌする

ので、呪術の意味が含まれていたと解釈される。 

*8 引用文中の下線はすべて筆者によるものである。 

*9 ᖹ安時代の儀式における後手拍手では、手は複数ᅇ拍たれることが多

い。 

*10 ∦᱒は、中世の伊勢物語注釈書は、成❧年代不⚈のものが多いと述

べている（∦᱒ 1969: 474）。 

*11 『書㝠部本和歌知㢧㞟』（∦᱒ 1969: 181）も同じ内容である。 

*12 ∦᱒は、㙊倉時代の伊勢物語注釈は、物語そのものは構であって

も、その裏には必ず何らかの事ᐇがあるとする注釈ጼ勢であるため、ᖹ

安時代の伊勢物語ா受のᐇែをとどめるものであると述べている（∦᱒ 

1968: 608）。 

*13 『ᓥཎ文庫本和歌知㢧㞟』（∦᱒ 1969: 280）もᴫね同じ内容である。 

*14 『᪥本Ọ代ⶶ』に「年の人心ふてきなる所、後᪥の分別せぬࡒかし」

とある（野間 1960: 130）。 

*15 㝜㝧㐨の呪詛については、少し以前の『十巻本伊勢物語注』（∦᱒他 

2005-1: 62）もᴫね同じ内容である。 

*16 『伊勢物語ዟ⛎書』の解㢟には、注釈ጼ勢が㙊倉時代の෭泉ᐙのそ

れに類ఝするとある（∦᱒他 2005-1: 304）。 

*17 『伊勢物語⟠⛎伝』の解㢟には、注釈の方法としては㙊倉時代の

それに౫ᣐしているとある（∦᱒ 1969: 889）。 

*18 『伊勢物語ហ見抄』は「一⚙御説」として引用されている。 

*19 『伊勢物語᐀長聞書』（∦᱒ 1969: 701）にも、「詞にいだしてษに

ᜟをいふを、のろふといひなせり」とある。 

*20 同時期の長 2 年（1597）に成❧した国語辞典『ᮦ㞟』は、注釈

書ではないが、「あまのさかて」として「海に入時手にてなみを打入をい

ふ。逆手うつ也。ཪ♽する時も打事也」（正᐀ 1978: 130）とある。 
*21 但し『伊勢物語Ꮎඣ抄』は⤖論として海人説を支持しているように

ㄞめる（∦᱒ 2002: 220）。 

*22 補足するなら、『᪥本書紀』はዉ良時代からヲ⣽な◊✲がなされてき

たが、『古事記』は江戸時代までは本᱁的◊✲がなかった。 
*23 下線「逆手に」とあるが、宣長の『古訓古事記』以前の諸本には、

「天逆手矣」の「矣」について「を」でなく「に」と訓み下し、「天の逆

手に青柴垣を打ち成し」としている例が複数みられる（小野田

1981:495-496）。但し、‶の『書入本『古事記』』には、「に」と訓じて

いるᐶỌ∧本にᮒで「を」と書き入れられている（Ⲵ田 2003-1:88）。ᑦ、

古事記における「矣」を「に」と訓み下すጇ当ᛶについては、三▮重松

の『古事記に於ける₎字の用法』（三▮ 1910:32-34）にヲしい。 

*24 天比神、天ⱝ᪥子にḟいで三ᗘ┠の者。 

*25 大国主神のもう一人の子である建御名方神はこの時点で国ㆡりに同

意していない。 
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*26 江戸後期の国語辞典である谷川士清(1709-1776)の『倭訓栞』は、そ

れまでの学説を整理し、「三義あり古事記事代主ノ命の天ノ逆手といへ

るは、蒼柴垣に隠れたまはんとての事なれは進むは順退くは逆なれば逆

手打とはいふなるへし伊勢物語に天ノ逆手打てのろひをりけると見えた

るは、人を呪詛するよう逆手を用ゐたる成へし猶後（シリヘ）手の義の

如し 天とは例文による詞也今の人逆手を忌といふも是なり 寄海人恋

の歌に、我恋は蜑の逆手を打返しおもひときてや世をもうらみん、肖聞

抄に海人のかつきに海底へ入らんとて、手にて浪を打也といへり」とし

ているが、伊勢貞丈の退手説が逆手の主要な解釈の一つにとりあげられ

ている（谷川 1898: 101-102）。 

*27 宣長の引用文における【】は、底本の二行割注である（本居 1968-2: 

7）。 

*28 「背揮は志理幣提爾布倶（しりへでにふく）と云ふ。」（坂本 1967: 97）

とある。伊弉諾神は劒を抜き後ろで振り払いながら黄泉の国から逃げ帰

る。『古事記』上巻には、伊邪那岐神が「爾に御佩せる十拳劒を拔きて、

後手にふきつつ逃げ來るを、猶追ひて、黄泉比良」（倉野 1958: 67）と

ある。「うしろ手で何かをするのは相手をこまらせる呪術の一つである」

（倉野 1958: 66）。 

*29 「僕は百足らず八十坰手に隠りて侍ひなむ」（倉野 1958: 123）。 

*30 「すぐれたるとは、尊きこと善きこと、功しきことなどの、優れた

るのみを云に非ず、惡しきもの奇しきものなども、よにすぐれて可畏き

をば、𥙍𥙍と云なり」（本居 1968-1: 125）。 

*31 「人は然はえ知らねども、そのしわざの、さしあたりては惡しと思

はるゝ事も、まことには吉く、善しと思はるゝ事も、まことには凶き理

のあるなどもあるべし、凡て人の智は限ありて、まことの理はえしらぬ

ものなれば、かにかくに𥙍𥙍のうへは、みだりに測り論ふべきものにあら

ず」（本居 1968-1: 126）。東より子は『宣長神学の構造』で、「善悪の相

互移行と言っても、その関心が善から悪への移行よりも悪から善への移

行に向っていることは否定できない。」（東 1999: 183）と述べる。東に

よれば、「現身としての神は涙を流し笑いさえする」（東 1999: 115）。 

*32 まず、『古事記伝』を批判した富士谷御杖（1768-1824）は、『古事

記燈』巻之一（1805 以後）でテキストＡを引用したうえ、事代主神が逆

手を拍ち青柴垣に隠れる行為は、宣長のように具体的に意味をとるべき

ではなく、「言行を隠したまへるよしをいふ」（富士谷 1993:568）、すな

わち、たとえ思いが存在しても言行を慎んだ行為がなされたとの旨を解

釈するべきであると述べる。 

*33 拍手が行為遂行を確たるものにすることについて検討しておく。拍

手を受けることにより、行為遂行は状況に適合的になるとともに、他者

の視線が与えられることになる。状況に適合された行為に第三者の視線

があたえられ、行為は確たるものとして遂行される。但し、呪詛を第三

者の視線でほめて正当化する行為のあり方については、更に検討が必要

である。 

*34 小野高潔は、守部の栄手説が呈示されたすぐ後に、『古事記註裏書』

（1824）において、栄手説を明確に支持している。「逆手者榮手之語。逆

者假字榮也。祝詞式豊逆登。或作豊榮登。可以證。臨隱遁之際。拍手而

奉祝寶祚隆盛長久之義也。歌書等所謂。海士逆手者別也。於青柴垣打成

者拍手之音垣墻亦響也。青柴垣者倉卒之設。不待柴枯速去之舎也」（小野 

1938:40）とある。栄手の音が垣墻にも鳴り響いたとあり、また、青柴垣

とは早々に去るための急拵えの殿舎であると述べられている。 

*35 伴は、谷川士清『増補語林和訓栞』の校閲において、貞丈の退手説

を支持する注釈も試みている（谷川 1898: 102）。 

*36 手拍ちには、なにもない空間を指示する、あるいは認識させるはた

らきがあると筆者は考えているが、伴の例示はこのはたらきをよく示す。

この論点については稿を改めるつもりである。 

*37 但し、和歌に詠まれた天の逆手についてはこの限りではない。岩波

文庫『六百番歌合』における峯岸義秋による下註には「あまのとは天で

することが傳わって來たのだといふ。さかては榮手、事の成就を誓って

手を拍つ事だといふ」（峯岸 1936: 384）とある。なお、吉岡は篤胤と打

鳴し説を支持していると書かれることがあるが正しくない。『古事記傳

畧』では、宣長説、篤胤説（貞丈説）は、対等の比重で説明されている。 

*38 植松安校註『古事記（要註國文定本總聚）』（植松 1928: 122）も同

様の内容。 

*39 同書の池田弥三郎による補注には、折口は事代主を大国主の分身と

みなしていたとある。 
*40 益田等による事代主神の自決説については後述する。 

*41 『伊勢物語懐中抄』にある「はた」と気づく手拍ちではなく、人を

呼ぶ手拍ち、ひいては後述する幽界と交信する手拍ちと認識したい。 

*42 折口は、天の逆手を呪詛と認識するが、美保神社の祭については言

及していない。他方、柳田國男は事代主神を「託宣神」としてのみ認識

している。柳田は「巫女考」で、美保神社の一年神主が、霊夢のお告げ

を受ける話を、昌東舎の『諸国周遊奇談』の記事から引いている（柳田

1962:238-239）。但し、天の逆手への言及はない。 

*43 谷川は続けて、「最初からそうであったかは判然としない。つまり海

の彼方の常世の国に死者を送り出す儀礼が民間におこなわれていて、そ

れがやがては記紀のコトシロヌシにあやかったものとして理解され、儀

式化されるようになったと考えるほうがより自然である」と述べる（谷

川 1978: 40）。 

*44 現地の祭り関係者が青柴垣の神事を必ずしも事代主神の入水の儀式

化であると考えていないこと、そもそも事代主神に関連づけることが間

違いであると認識していることも記しておく。 
*45 「新たな出発」は、少し後の「亦僕が子等、百八十神は、即ち八重

事代主神、神の御尾前と爲りて仕へ奉らば、違ふ神は非じ」（倉野 1958: 

123）を示す。 

*46 ブルーノ・レップは拍手における掌と指の接触に関して 8種類に分

類している(Repp 1987)が、上記はこの分類を含めていない。 

*47 『古事記』上巻において、変化させ成す行為として知られる事例に

は、速須佐之男命が櫛名田比賣を櫛に変えて角髪に刺す行為（倉野 1958: 

87）、また、力競べで建御雷神が自らの手を氷柱から剣へと変化させて畏

れさせる行為（倉野 1958: 133）が知られる。これらの行為において、

二神の力が誇示されるが、変化させる対象は、あくまで身体の一部もし

くは等身大の人間でしかない。  

*48 篤胤の打鳴し説をとれば、そもそもこの疑問は生じない。しかし、

篤胤説に従うなら、不用になり覆った船が海に放置されたままになる。

すなわち、「即ち其の船を蹈み傾けて」は文意から余分な記述になってし

まう。なお、筆者が篤胤説を積極的に支持しないのは、「打成」の「成」

を「鳴」の借字として用いている用例をこの他に確認しておらず、また、

本稿*23 で記したように「天逆手矣」を「天の逆手に」と訓み下してい

る諸本が複数みられることが理由である。 

*49 変化に要する時間に着眼した注釈は、手づまとの比較を試みた守部

のみである（橘 1967-1: 275）。 

*50 等間隔で連続して拍つのではなく、八開手のように、連続的に素早

く拍った後に休止し、再び連続的に素早く拍つことを繰返す拍ち方も考

えられる。拝礼作法の拍手において数多く拍つことの意味については稿

を改める。 

*51「逆」の字句とともに抵抗心が描かれた例が、「天の岩戸」にみられ

る。速須佐之男命が、「其の服屋の頂を穿ち、天の斑馬を逆剥ぎに剥ぎて

堕し入る」（倉野 1958: 81）とある。逆剥ぎとは、宣長によれば、「尾の

方から逆に皮を剥」ぐことであるが（本居 1968-1:349）、橘守部になら

えば、天照大神に対する抵抗心の現れであると解釈することができる（橘 

1967-2:209）。 
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ʰܳज़ֶ研究ʱभେֶେֶӃܳज़ֶ研究Ӄلཁ
ߘཁྖ

平成15年10月 1日制定、平成20年 7月10日一部改正、平成21年 5月29日一部改正、
平成23年 9月20日一部改正、平成25年 1月11日一部改正、平成26年12月17日一部改正、
平成28年10月26日一部改正、平成29年 4月 1日一部改正、平成30年 4月 1日一部改正

�ɽ� ऀߘ
1-1．	投稿者（共著の場合少なくとも 1名）は、本研究院の教職員（学術研究員、教務・技術・事務職員を

含む）、訪問研究員 i、本学府学生、本学の客員教員、非常勤講師および紀要編集ワーキンググループ
（以下「ワーキンググループ」という。）が依頼した者とする。ただし、本学府学生の場合、博士後期
課程の学生は投稿に際し指導教員の同意を必要とする。また、修士課程の学生は、教職員との連名の
場合のみ、投稿を許可される。

1-2．	原則として、一人の投稿者に許可される投稿数は、単名もしくは連名第一著者としての投稿数は１編
以内とする。ただし連名の場合であっても第１著者でない場合の投稿数は制限しない。

��� ͷ۠ࣄهΑͼ͓ࣄهࡌܝ
掲載記事は、英文あるいは和文で書かれた未発表のもの（口頭発表を除く）とし、性質により、以下のよう
に区分する。投稿原稿が以下のいずれであるかについては、投稿者の意思を確認の上、ワーキンググループ
が決定する。
2-1.	 研究論文
	 研究論文は、独創的な結果、考察あるいは結論等を含むもので、学術的・社会的発展に寄与するもの

とする。
2-2.	 作品（または、「作品解説」）
	 作品（演奏・上演等も含む）に関する紹介と解説とする。解説の中には、制作の背景と目的、独創性、

意義などに関する説明が求められる。
2-3.	 評論
	 評論等は、学説、著作および作品・演奏その他に関する論評および科学的技術的あるいは社会的文化

的事柄に関する論評とする。
2-4.	 研究報告
	 研究報告は、研究論文に準じる研究成果を含むが、論文と同等の完結を要求されない自由度を有する

形態のものとする。
2-5.	 資料
	 資料は、公開することが学術的・社会的に意味のある実験記録、調査記録、教育記録、その他研究・

教育資料とする。
2-6.	 その他
	 上記のひとつに明確に区分されない事項とする。

���� ࣄهࡌܝ �ฤͷ͞
	図表、英文アブストラクト、その他を含めて、原則として、刷り上り 20 ページ以内とする。超過ページお
よびカラーページの出版経費は、原則として、投稿者の負担とする。

��� ͷॻࣜߘݪ
作成にあたっては、別紙の「原稿作成・投稿要領」を参照し、所定の書式に従うこととする。

42 Vol. 31, 2019 Geijutsu Kogaku: the Journal of Design



��� ߘݪߘͷड͓Αͼडཧʹ͍ͭͯ
5-1.	 ワーキンググループが投稿者から原稿を受け付けた日を当該原稿の受付日とする。
5-2.	 投稿原稿の採否は、査読の結果に基づいてワーキンググループが決定する。ワーキンググループは原

稿の訂正を求めることができる。またワーキンググループは、必要に応じて、投稿者に原稿内容の修
正を求めることができる。

5-3.	 査読は、査読規定によって行われ、その結果についてはワーキンググループが責任を持つ。
5-4.	 本誌に掲載された記事についての責任は著者が負う。
5-5.	 ワーキンググループにおいて論文の採択を決定した日を当該原稿の受理日とする。

��� ॱংҎԼͷॱͱ͢Δࡌܝཁͷل
6-1.	 研究論文、作品、評論、研究報告、資料、その他の順で配列する。
6-2.	 英文記事から和文記事の順に配列する。
6-3.	 デザイン人間科学、コミュニケーションデザイン科学、環境・遺産デザイン、コンテンツ・クリエーティ

ブデザイン、デザインストラテジーの各部門順とする。
6-4.	 原稿受付け年月日の順に配列する。
6-5.	 ワーキンググループによる企画記事等は、ワーキンググループが掲載場所を決定する。

��� ผΓ
投稿記事の別刷りは、1編につき 10 部までを無償とし、これを超えるものについては投稿者の負担とする。

��� ͷऔΓԼ͛ߘݪ
原稿を取り下げたい場合は、著者全員が署名・捺印をした理由書を、速やかにワーキンググループ長に提出
する。ただし、採択後の取り下げは認めない。一度取り下げた論文の再投稿は、すべて新原稿としての投稿
となる。

��� ஶݖ࡞
9-1.	 2 条で挙げた研究論文等の著作権は、その投稿者が保持する。
9-2.	 研究論文等の投稿者は、芸術工学研究院に対して、あらゆる利用行為を許諾する。ただし、この許諾は、

投稿者の著作者人格権に影響を及ぼすものではない。
9-3.	 前項の許諾は、投稿が受理された時点で行なわれたものとし、不採択とされた場合は、その決定の時

点で撤回されたものとする。
9-4.	 研究論文等における既存の著作物の利用（引用・転載等）に関し権利者との間に生じた紛争については、

投稿者がその任に当たる。

��ɽ� भେֶֶज़ใϦϙδτϦͷొ
紀要に掲載された研究論文等は、投稿者の承諾を経て、九州大学学術情報リポジトリに登録する。

―
ｉ　一訪問期間が少なくとも一年であり、本研究院での研究期間が半年以上経過している方
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平成21年11月19日制定、平成22年11月30日一部改正、 
平成29年 4月 1日一部改正

ຊ文ॻࣜ
・投稿原稿、著者版下はテンプレートファイルを使用して作成する。

ਤ൛
・画像、表などの線画等、全ての図版データを、著者が各自で版下原稿本文内にレイアウトする。

࣌ߘͷఏग़ࣜܗɾํ๏�
下記①②を管理棟 1Ｆの紀要編集ワーキンググループのメールボックス（下記住所へ郵送も可）に提出すると同時
に、①③の電子データを編集ワーキンググループのメールアドレス宛（kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp）に送信
すること。	
	
①	投稿添付用紙	
②	A4	サイズ用紙に出力した版下原稿ハードコピー	3 部
・カラー印刷希望の場合にのみカラーで出力すること。
・1部にのみ著者の名前を入れ、他の	2 部には著者の名前を入れないこと。

③	版下原稿	PDFファイル
・著者の名前と所属が入ったファイルとそれらを抜いたファイル（2種類）	

͍߹Θͤ�
九州大学大学院　芸術工学研究院　紀要編集ワーキンググループ
〒815-8540	福岡県福岡市南区塩原	4-9-1	
kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp
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